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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リールユニットと、
　前記リールユニットを収容する筐体とを備え、
　前記リールユニットは、
　外周面上に所定の図柄が描かれたリールと、
　前記リールを回転駆動するリールモータと、
　前記リールモータが取り付けられて前記リールを回転可能に保持するリールブラケット
と、
　前方にリール開口部を有して、前記リール開口部が前記筐体の前方を向くように前記筐
体の内部に取り付けられ、前記リール開口部を通じて前記図柄が視認されるように、前記
リールブラケットが複数並んで取り付けられるリールブラケット取付部材とを有し、
　前記リールブラケット取付部材に、前記リールブラケット取付部材の下部に形成され、
前記リールブラケット取付部材が前記筐体から取り外された状態において、前記リール開
口部が略水平方向を向くように前記リールブラケット取付部材を支持して載置可能に構成
された支持リブと、前記リールブラケット取付部材の後端部よりも後方に突出して形成さ
れ、前記リールブラケット取付部材が前記筐体から取り外された状態において、前記リー
ル開口部が上方を向くように下方から前記リールブラケット取付部材を支持して載置可能
に構成された仮支持部とが設けられ、
　前記支持リブの一部に切欠き部が形成され、
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　前記仮支持部は、前記リールブラケット取付部材の後側左部と、前記リールブラケット
取付部材の後側右部とに、前記リールブラケット取付部材の後端部よりも後方に突出して
形成され、
　前記リールブラケット取付部材の後側における、前記リールブラケット取付部材の左側
端部から前記後側左部の前記仮支持部までの距離と、前記リールブラケット取付部材の右
側端部から前記後側右部の前記仮支持部までの距離とが異なることを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スロットマシン等の遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機の一種であるスロットマシンは、リールを回転させるリールユニットと、リール
ユニットの作動制御を行う主制御装置と、遊技の結果に応じてメダルを払い出す払出装置
と、これらを収容する箱状の基体部（本体部材）と、基体部の前面開口部を開閉可能な前
面扉（開閉部材）とを備えて構成されている（例えば、特許文献１を参照）。また、スロ
ットマシンには、基体部の上部に小型のリールユニットが収容され、前面扉の上部に小型
のリール窓が設けられるとともに、前面扉の中央部に大型の画像表示装置が設けられたも
のも知られつつある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－２５４３３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このような遊技機では、リールユニットを容易に組み立てるための方策
が求められている。
【０００５】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、リールユニットを容易に組み
立てることが可能な遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　このような目的達成のため、本発明に係る遊技機は、リールユニットと、前記リールユ
ニットを収容する筐体とを備え、前記リールユニットは、外周面上に所定の図柄が描かれ
たリールと、前記リールを回転駆動するリールモータと、前記リールモータが取り付けら
れて前記リールを回転可能に保持するリールブラケットと、前方にリール開口部を有して
、前記リール開口部が前記筐体の前方を向くように前記筐体の内部に取り付けられ、前記
リール開口部を通じて前記図柄が視認されるように、前記リールブラケットが複数並んで
取り付けられるリールブラケット取付部材とを有し、前記リールブラケット取付部材に、
前記リールブラケット取付部材の下部に形成され、前記リールブラケット取付部材が前記
筐体から取り外された状態において、前記リール開口部が略水平方向を向くように前記リ
ールブラケット取付部材を支持して載置可能に構成された支持リブと、前記リールブラケ
ット取付部材の後端部よりも後方に突出して形成され、前記リールブラケット取付部材が
前記筐体から取り外された状態において、前記リール開口部が上方を向くように下方から
前記リールブラケット取付部材を支持して載置可能に構成された仮支持部とが設けられ、
前記支持リブの一部に切欠き部が形成され、前記仮支持部は、前記リールブラケット取付
部材の後側左部と、前記リールブラケット取付部材の後側右部とに、前記リールブラケッ
ト取付部材の後端部よりも後方に突出して形成され、前記リールブラケット取付部材の後
側における、前記リールブラケット取付部材の左側端部から前記後側左部の前記仮支持部
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までの距離と、前記リールブラケット取付部材の右側端部から前記後側右部の前記仮支持
部までの距離とが異なっている。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、リールユニットを容易に組み立てることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】スロットマシンの斜視図である。
【図２】スロットマシンの側断面図である。
【図３】スロットマシンの内部構造を示す正面図である。
【図４】スロットマシンの前面扉を後方から見た背面図である。
【図５】メインリールユニットの分解斜視図である。
【図６】（ａ）はメインバックランプホルダを前方から見た斜視図であり、（ｂ）はメイ
ンバックランプホルダを後方から見た斜視図である。
【図７】（ａ）はメインリールブラケットを右上方から見た斜視図であり、（ｂ）はメイ
ンリールブラケットを左下方から見た斜視図である。
【図８】メインリールケースを後方から見た斜視図である。
【図９】サブリールユニットの分解斜視図である。
【図１０】（ａ）は主制御装置の正面図であり、（ｂ）は主制御装置の後面図である。
【図１１】（ａ）は主制御装置の側断面図であり、（ｂ）は主制御装置に光通信ケーブル
が接続された状態を示す側断面図である。
【図１２】主制御装置の分解斜視図である。
【図１３】（ａ）は副制御装置の正面図であり、（ｂ）は副制御装置の斜視図である。
【図１４】副制御装置の分解斜視図である。
【図１５】（ａ）は演出制御ユニットを上方から見た斜視図であり、（ｂ）は演出制御ユ
ニットを下方から見た斜視図である。
【図１６】演出制御ユニットの分解斜視図である。
【図１７】スロットマシンの基体部から演出制御ユニットを取り外した状態を示す斜視図
である。
【図１８】スロットマシンの基体部に演出制御ユニットを仮固定した状態を示す斜視図で
ある。
【図１９】（ａ）は固定部材の平面図であり、（ｂ）は固定部材の斜視図である。
【図２０】画像表示装置の正面図である、
【図２１】画像表示装置の側断面図である。
【図２２】画像表示装置の分解斜視図である。
【図２３】上側照明部の分解図である。
【図２４】下側照明部の分解図である。
【図２５】下部エスカッションの斜視図である。
【図２６】サイドランプの正面図である。
【図２７】図２６における矢印XXVII－XXVIIの方向から見た断面図である。
【図２８】サイドランプの分解斜視図である。
【図２９】（ａ）は第２サイド反射部材の斜視図であり、（ｂ）は第２サイド反射部材の
背面図である。
【図３０】（ａ）は第５サイド反射部材の斜視図であり、（ｂ）は第５サイド反射部材の
正面図である。
【図３１】スロットマシンの上部を示す正面拡大図である。
【図３２】スロットマシンの上部を示す断面拡大図である。
【図３３】メインリール表示ユニットの分解斜視図である。
【図３４】メインリール表示ユニットを後方から見た斜視図である。
【図３５】左アップサイドランプおよびセンターランプユニットの分解斜視図である。
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【図３６】（ａ）は左アップサイド反射部材の正面図であり、（ｂ）は左アップサイド反
射部材の下面図である。
【図３７】センターランプユニットの正面図である。
【図３８】センターランプユニットを後方から見た斜視図である。
【図３９】センターランプユニットにおけるセンターランプ部の側断面図である。
【図４０】センターランプ部を前下方からみた斜視図である。
【図４１】（ａ）はセンター反射部材の正面図であり、（ｂ）はセンター反射部材の側断
面図である。
【図４２】センター反射部材の分解斜視図である。
【図４３】センターランプ基板の正面図である。
【図４４】図３１における矢印XXXXIV－XXXXIVの方向から見た断面図である。
【図４５】（ａ）は左導光部材の側面図であり、（ｂ）は左導光部材の斜視図である。
【図４６】左導光部材の近傍を示す拡大正面図である。
【図４７】右導光部材の近傍を示す拡大正面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の好ましい実施形態について図面を参照して説明する。まず、図１～図４
を参照しながら、遊技機の実施形態としてスロットマシンＳＭの概要について説明する。
なお、本実施形態において、図１の各矢印で示す方向をそれぞれ、上下方向、前後方向、
左右方向として説明する。スロットマシンＳＭは、箱状の基体部１０と、前面扉２０とを
主体に構成される。図２に示すように、基体部１０は前方に開口部１０ａを有する箱状に
形成され、基体部１０の前部に前面扉２０が取り付けられる。基体部１０の底部は、基体
部１０の天井部よりも前後方向に長くて前方側が突出しており、基体部１０の開口部１０
ａが上前方を向くように傾斜して形成されるようになっている。前面扉２０は、ヒンジ機
構５ａ，５ｂを用いて基体部１０の左前部に枢支され、基体部１０の開口部１０ａを揺動
開閉可能に構成される。前面扉２０の前面側は、概ね（後述の操作パネル２３等において
）略鉛直方向に延びるように形成され、前面扉２０の後面側は、下後方を向くように傾斜
して基体部１０の開口部１０ａと整合するように形成されている。
【００１０】
　基体部１０の内部上側には、前面扉２０の後面側に取り付け固定されたメインリールユ
ニット１００が収容され、前面扉２０に設けられたリール表示窓６３１を通して３つのメ
インリール１０２ａ，１０２ｂ，１０２ｃに描かれている図柄を視認することができるよ
うになっている。基体部１０の内部中央には、基体部１０の内側に取り付け固定されたサ
ブリールユニット２００が収容され、前面扉２０に設けられた液晶シャッター窓４１４ａ
～４１４ｃを通して３つのサブリール２０２ａ，２０２ｂ，２０２ｃに描かれている図柄
を視認することができるようになっている。基体部１０の内部下側には、スロットマシン
ＳＭに搭載された種々の装置に電源を供給する電源ユニット１３、およびメダルを貯留し
ておくホッパー１４ａを備えたメダル払出装置１４が設けられる。基体部１０の背板部の
上側内面には、スロットマシンＳＭで行われる遊技を全体的に制御する主制御装置２５０
が取り付けられる。ヒンジ機構５ａ，５ｂが設けられる基体部１０の左側板部の上側内面
には、スロットマシンＳＭの演出制御として演出決定処理を行う副制御装置３００が取り
付けられる。基体部１０の左側板部の中間部内面には、スロットマシンＳＭの演出制御と
して各種演出装置の演出制御処理を行う演出制御ユニット３５０が取り付けられる。
【００１１】
　前面扉２０には前面枠２１が形成されており、前面枠２１の略中央部に、液晶シャッタ
ー窓を有して所定の演出画像を表示する画像表示装置４００が設けられる。前面扉２０の
前面側には、画像表示装置４００の左右に位置して上下に延びる左右のサイドランプ５０
０，５５０が設けられる。前面扉２０の前面側中央には、画像表示装置４００の下方に位
置して操作パネル２３が設けられる。操作パネル２３の前面側には、スタートスイッチ２
４、および３つのストップスイッチ２５ａ，２５ｂ，２５ｃが設けられる。操作パネル２
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３の上面側には、各種ベットスイッチ２６、各種演出操作スイッチ２７、およびメダル投
入口２８が設けられる。前面扉２０の前面側上部には、リール表示窓を有したメインリー
ル表示ユニット６００、左右のアップサイドランプ７００，７５０、およびセンターラン
プユニット８００が設けられる。前面扉２０の前面側下部には、装飾パネル３３、および
メダル払出装置１４から払い出されたメダルが貯留される受け皿３４が設けられる。
【００１２】
　前面扉２０が基体部１０の開口部１０ａを閉じた状態では、前面扉２０の後面側が基体
部１０の内部側に位置する。この前面扉２０の後面側には、前述のメインリールユニット
１００、左右の上部スピーカーユニット３６，３７、および左右の下部スピーカーユニッ
ト３８，３９が取り付けられる。
【００１３】
　［メインリールユニットの構成］
　次に、本実施形態に係るメインリールユニット１００について図５～図８を参照して説
明する。メインリールユニット１００は、図５に示すように、第１～第３メインリールモ
ジュール１０１ａ～１０１ｃと、メインリールケース１４１と、基板収容部１６１と、メ
インリール中継基板１８１とを有して構成される。
【００１４】
　第１メインリールモジュール１０１ａは、第１メインリール１０２ａと、メインリール
モータ１１１と、基準位置検出センサ１１６と、メインバックランプ１２１と、メインリ
ールブラケット１３１とを有して構成される。第１メインリール１０２ａは、所定の図柄
が描かれたリールテープと、リールテープが巻回されたホイール部材とを有して、外周面
に沿って複数の図柄が並ぶ円筒状に形成され、メインリールモータ１１１のモータ軸に結
合される。メインリールモータ１１１は、第１メインリール１０２ａとともにメインリー
ルブラケット１３１に取り付けられ、第１メインリール１０２ａを回転駆動するようにな
っている。基準位置検出センサ１１６は、第１メインリール１０２ａの内側に形成された
被検出部材（図示せず）を検出可能な位置でメインリールブラケット１３１に取り付けら
れ、第１メインリール１０２ａの回転基準位置を検出するようになっている。
【００１５】
　メインバックランプ１２１は、第１メインリール１０２ａの内側に位置して前方を向く
ようにメインリールブラケット１３１に取り付けられ、図柄が描かれた第１メインリール
１０２ａの外周部を内側から照明可能に構成される。メインバックランプ１２１は、ＬＥ
Ｄランプ（図示せず）が配設されたメインバックランプ基板１２２と、メインバックラン
プ基板１２２を保持してメインリールブラケット１３１に取り付けられるメインバックラ
ンプホルダ１２３とを有し、第１メインリール１０２ａにおける図柄１つ分の領域を照明
することができるようになっている。
【００１６】
　メインバックランプホルダ１２３は、図６に示すように、樹脂材料を用いて、中央に開
口部１２３ａを有するブロック状に形成される。メインバックランプホルダ１２３の後部
下側に、メインバックランプ基板１２２の下端部に係止する下側係止突起部１２４が２つ
形成され、メインバックランプホルダ１２３の後部上側に、メインバックランプ基板１２
２の上端部に弾性変形可能に係止する上側係止爪部１２５が形成される。メインバックラ
ンプ基板１２２は、下端部に下側係止突起部１２４が係止するとともに、上端部に上側係
止爪部１２５が係止する状態で、メインバックランプホルダ１２３の後面側に保持され、
メインバックランプホルダ１２３の開口部１２３ａを通じてメインバックランプ基板１２
２のＬＥＤランプ（図示せず）が前方に露出するようになっている。メインバックランプ
ホルダ１２３の右側部には、メインリールブラケット１３１のバックランプ取付穴部１３
４に弾性変形可能に係止する一対のランプ固定爪部１２６が突出して形成されている。ま
た、メインバックランプホルダ１２３の右側部には、メインリールブラケット１３１の位
置決め突起部１３５が係合可能な一対のランプ係合穴部１２７が形成されている。
【００１７】



(6) JP 6295789 B2 2018.3.20

10

20

30

40

50

　メインリールブラケット１３１は、図７に示すように、樹脂材料を用いて板状に形成さ
れ、メインリールブラケット１３１の左側部に、メインリールモータ１１１、基準位置検
出センサ１１６、およびメインバックランプ１２１がそれぞれ取り付けられるようになっ
ている。メインリールブラケット１３１の左側部中央には、メインリールモータ１１１が
取り付けられるモータ取付部１３２が形成される。メインリールブラケット１３１の左側
部上側には、基準位置検出センサ１１６が取り付けられるセンサ取付部１３３が形成され
る。
【００１８】
　メインリールブラケット１３１の左側部前側には、メインバックランプホルダ１２３の
ランプ係合穴部１２７に係合可能な位置決め突起部１３５および、位置決め突起部１３５
がランプ係合穴部１２７に係合した状態でメインバックランプホルダ１２３のランプ固定
爪部１２６が係止可能なバックランプ取付穴部１３４が形成される。メインバックランプ
ホルダ１２３のランプ係合穴部１２７に位置決め突起部１３５を係合させて、メインバッ
クランプホルダ１２３のランプ固定爪部１２６をバックランプ取付穴部１３４に係止させ
ることにより、メインバックランプ１２１がメインリールブラケット１３１のバックラン
プ取付穴部１３４に取り付け固定される。これにより、メインバックランプ１２１をメイ
ンリールブラケット１３１の左側部に容易に取り付けることができる。
【００１９】
　メインリールブラケット１３１の前部中央には、リール間の隙間を覆うためのカラー部
１３６が円弧状に形成される。メインリールブラケット１３１の後部上側および後部下側
には、後部結合部材１９１が係合可能な後部結合穴１３７が形成される。メインリールブ
ラケット１３１の前部上側には、上側前部結合部材１９２が係合可能な前部結合穴１３８
が形成される。
【００２０】
　図５に示すように、第２メインリールモジュール１０１ｂは、第１メインリールモジュ
ール１０１ａと同様に、第２メインリール１０２ｂと、メインリールモータと、基準位置
検出センサと、メインバックランプと、メインリールブラケットとを有して構成される。
第２メインリール１０２ｂは、図柄が異なる他は、第１メインリール１０２ａと同様に形
成される。メインリールモータ、基準位置検出センサ、メインバックランプ、およびメイ
ンリールブラケットは、第１リールモジュール１０１ａと同様の構成であり、詳細な図示
および説明を省略する。
【００２１】
　第３メインリールモジュール１０１ｃは、第１メインリールモジュール１０１ａと同様
に、第３メインリール１０２ｃと、メインリールモータと、基準位置検出センサと、メイ
ンバックランプと、メインリールブラケットとを有して構成される。第３メインリール１
０２ｃは、図柄が異なる他は、第１メインリール１０２ａと同様に形成される。メインリ
ールモータ、基準位置検出センサ、メインバックランプ、およびメインリールブラケット
は、第１リールモジュール１０１ａと同様の構成であり、詳細な図示および説明を省略す
る。
【００２２】
　メインリールケース１４１は、後ケース部１４２と、前ケース部１５２とを有して構成
される。後ケース部１４２は、図５および図８に示すように、樹脂材料を用いて、前方に
収容開口部１４２ａを有する箱状に形成され、第１～第３メインリールモジュール１０１
ａ～１０１ｃを左右に並べて収容可能に構成される。なお、収容開口部１４２ａを通じて
、第１メインリールモジュール１０１ａが後ケース部１４２の左側に収容され、第２メイ
ンリールモジュール１０１ｂが後ケース部１４２の中央に収容され、第３メインリールモ
ジュール１０１ｃが後ケース部１４２の右側に収容されるようになっている。
【００２３】
　後ケース部１４２の前部左側および前部右側には、図５に示すように、フランジ部１４
３が形成される。フランジ部１４３の前面における中央部から上部にかけて、フランジ部
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１４３の前面に対して（前面扉２０の後面側の傾斜に合わせて後方に）傾斜した傾斜面部
１４５を有する支持部１４４が形成されている。支持部１４４は、図３２に示すように、
傾斜面部１４５がメインリール表示ユニット６００の支持枠部材６４０に設けられた傾斜
面当接部６４２に当接した状態で、前面扉２０の後面側に取り付けられたメインリールユ
ニット１００を略水平に支持するようになっている。フランジ部１４３の前面上側には、
支持枠部材６４０の爪係止部６４１に係止可能な爪部１４６が形成されており、メインリ
ールユニット１００を支持枠部材６４０の後面側に引っ掛けて固定することができるよう
になっている。また、傾斜面部１４５には、支持枠部材６４０の突起係合部６４３に係合
可能な突起部１４７が形成されている。後ケース部１４２の前部下側には、図５に示すよ
うに、下側前部結合部材１９３が係合可能な３つの前部結合穴１４８が形成される。
【００２４】
　後ケース部１４２の後部中央には、図８に示すように、第１～第３メインリール１０２
ａ～１０２ｃの外周形状に合わせた断面視円弧状に形成されて第１～第３メインリール１
０２ａ～１０２ｃの後側が収容される後側リール収容部１４９が形成される。後側リール
収容部１４９には、後方窓部１４９ａが左右に３つ並んで形成されており、第１～第３メ
インリール１０２ａ～１０２ｃの後側を視認可能に構成されている。後ケース部１４２の
後端部四隅には、脚状の仮支持部１５０が後方に延びて形成されており、前ケース部１５
２のリール開口部１５２ａ（または、後ケース部１４２の収容開口部１４２ａ）が上方を
向くようにメインリールケース１４１（または、後ケース部１４２）を支持して載置する
ことができるようになっている。
【００２５】
　後ケース部１４２の後部上側および後部下側には、後部結合部材１９１が係合可能な６
つの後部結合穴１５１が６つ形成される。後部結合穴１５１は、第１～第３メインリール
モジュール１０１ａ～１０１ｃのメインリールブラケット１３１に形成された後部結合穴
１３７と位置整合するように配置され、後部結合部材１９１を後方から後ケース部１４２
の後部結合穴１５１とメインリールブラケット１３１の後部結合穴１３７とにそれぞれ係
合させることにより、第１～第３メインリールモジュール１０１ａ～１０１ｃのメインリ
ールブラケット１３１がそれぞれ後ケース部１４２と結合される。なお、後部結合部材１
９１は、ナイラッチ等を用いて構成される。
【００２６】
　前ケース部１５２は、図５に示すように、樹脂材料を用いて、中央にリール開口部１５
２ａを有する枠板状に形成され、後ケース部１４２の収容開口部１４２ａを塞いで後ケー
ス部１４２の前部に取り付けられる。すなわち、後ケース部１４２の前部に前ケース部１
５２が取り付けられたメインリールケース１４１の内部に、第１～第３メインリールモジ
ュール１０１ａ～１０１ｃが左右に並んで収容され、前ケース部１５２のリール開口部１
５２ａを通じて第１～第３メインリール１０２ａ～１０２ｃの各図柄を前方から視認可能
に構成される。
【００２７】
　前ケース部１５２の上部には、上側前部結合部材１９２が係合可能な上側結合穴１５３
が３つ形成される。上側結合穴１５３は、第１～第３メインリールモジュール１０１ａ～
１０１ｃのメインリールブラケット１３１に形成された前部結合穴１３８と位置整合する
ように配置され、上側前部結合部材１９２を前方から前ケース部１５２の上側結合穴１５
３とメインリールブラケット１３１の前部結合穴１３８とにそれぞれ係合させることによ
り、前ケース部１５２の上部が第１～第３メインリールモジュール１０１ａ～１０１ｃの
メインリールブラケット１３１と結合される。これにより、前ケース部１５２の上部は、
第１～第３メインリールモジュール１０１ａ～１０１ｃのメインリールブラケット１３１
を介して、後ケース部１４２と結合される。なお、上側前部結合部材１９２は、ナイラッ
チ等を用いて構成される。
【００２８】
　前ケース部１５２の下部には、下側前部結合部材１９３が係合可能な下側結合穴１５４
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が３つ形成される。下側結合穴１５４は、後ケース部１４２に形成された前部結合穴１４
８と位置整合するように配置され、下側前部結合部材１９３を前方から前ケース部１５２
の下側結合穴１５４と後ケース部１４２の前部結合穴１４８とにそれぞれ係合させること
により、前ケース部１５２の下部が後ケース部１４２と結合される。なお、下側前部結合
部材１９３は、ナイラッチ等を用いて構成される。
【００２９】
　また、メインリールケース１４１の下面側に、メインリール中継基板１８１を収容する
ための基板収容部１６１が設けられている。基板収容部１６１は、後ケース部１４２の下
面側周縁部に形成された支持リブ１６２と、メインリール中継基板１８１を覆うための第
１カバー部材１７１および第２カバー部材１７６とを有し、後ケース部１４２の下面側に
取り付けられたメインリール中継基板１８１を覆って内部に収容可能に構成される。
【００３０】
　メインリール中継基板１８１は、ネジ等の固定部材（図示せず）により、後ケース部１
４２の下面側に取り付け固定される。メインリール中継基板１８１は、主制御装置２５０
（主制御基板２５１）と電気的に接続され、主制御装置２５０から送信されたリール制御
信号に応じて、第１～第３メインリールモジュール１０１ａ～１０１ｃの作動制御を行う
。メインリール中継基板１８１の実装面における前側には、第１～第３メインリールモジ
ュール１０１ａ～１０１ｃのメインリールモータ１１１、基準位置検出センサ１１６、お
よびメインバックランプ１２１と電気的に接続するためのリール制御コネクタ１８２が左
右に３組並んで配設される。メインリール中継基板１８１の実装面における左側には、主
制御装置２５０と電気的に接続するための主制御コネクタ１８３が配設される。なお、メ
インバックランプ１２１の制御は、演出制御ユニット３５０（サブサブ基板３５１）によ
って行われる場合もある。この場合、メインリール中継基板１８１は、演出制御ユニット
３５０とも電気的に接続される。
【００３１】
　支持リブ１６２は、後ケース部１４２の下面側周縁部に沿って下方に突出するように形
成され、後ケース部１４２の下面側に取り付けられたメインリール中継基板１８１の周囲
を囲むようになっている。また、支持リブ１６２は、メインリール中継基板１８１が基板
収容部１６１に収容された状態で、前ケース部１５２のリール開口部１５２ａ（または、
後ケース部１４２の収容開口部１４２ａ）が略水平方向を向くようにメインリールケース
１４１（または、後ケース部１４２）を支持して載置することができるようになっている
。支持リブ１６２の前側には、メインリール中継基板１８１と第１～第３メインリールモ
ジュール１０１ａ～１０１ｃのメインリールモータ１１１、基準位置検出センサ１１６、
およびメインバックランプ１２１とに電気的に接続されたワイヤーハーネス（図示せず）
が挿通される前方切欠き部１６３が形成されている。支持リブ１６２の左側には、メイン
リール中継基板１８１と主制御装置２５０（主制御基板２５１）とに電気的に接続された
ワイヤーハーネス（図示せず）が挿通される側方切欠き部１６４が形成されている。また
、支持リブ１６２の後側には、基板収容部１６１に収容されたメインリール中継基板１８
１を後方から視認可能な後方窓部１６２ａが形成されている。
【００３２】
　第１カバー部材１７１は、透明の樹脂材料を用いて蓋状に形成され、メインリール中継
基板１８１の実装面を覆って後ケース部１４２の下面側に取り付けられる。第１カバー部
材１７１は、後ケース部１４２の下面側に取り付けられた状態で、支持リブ１６２に周囲
を囲まれるようになっている。第１カバー部材１７１の前側には、メインリール中継基板
１８１のリール制御コネクタ１８２を露出させる前方コネクタ露出穴１７２が左右に３組
並んで形成される。第１カバー部材１７１の左側には、メインリール中継基板１８１の主
制御コネクタ１８３を露出させる側方センサ露出穴１７３が形成される。第１カバー部材
１７１の前端部には、穴部を有する突起状のカバー結合片１７４が２つ形成されており、
カバー結合部材１９４を用いてこのカバー結合片１７４と後ケース部１４２の下面側のカ
バー取付ボス１６６とが結合されて、第１カバー部材１７１が後ケース部１４２の下面側
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に取り付けられるようになっている。
【００３３】
　第２カバー部材１７６は、透明の樹脂材料を用いて蓋状に形成され、第１カバー部材１
７１の下側に重ねて取り付けられる。第２カバー部材１７６は、第１カバー部材１７１の
下側に重ねて取り付けられた状態で、支持リブ１６２に周囲を囲まれるようになっている
。またこの状態で、メインリール中継基板１８１のリール制御コネクタ１８２から延びて
第１～第３メインリールモジュール１０１ａ～１０１ｃのメインリールモータ１１１、基
準位置検出センサ１１６、およびメインバックランプ１２１に繋がるワイヤーハーネス（
図示せず）は、第２カバー部材１７６の前部に形成された前方ハーネス挿通部１７７に覆
われて前方に挿通されるようになっている。またこの状態で、メインリール中継基板１８
１の主制御コネクタ１８３から延びて主制御装置２５０（主制御基板２５１）に繋がるワ
イヤーハーネス（図示せず）は、第２カバー部材１７６の左側に形成された側方ハーネス
挿通部１７８に覆われて左方に挿通されるようになっている。
【００３４】
　第２カバー部材１７６の前部には、穴部を有するカバー結合凹部１７９が２つ形成され
ており、カバー結合部材１９４を用いて、このカバー結合凹部１７９と、第１カバー部材
１７１のカバー結合片１７４と、後ケース部１４２のカバー取付ボス１６６とが互いに結
合されて、第２カバー部材１７６が後ケース部１４２の下面側における第１カバー部材１
７１の下側に重ねて取り付けられるようになっている。なお、カバー結合部材１９４は、
ナイラッチ等を用いて構成される。
【００３５】
　以上のように構成されるメインリールユニット１００において、第１～第３メインリー
ルモジュール１０１ａ～１０１ｃをメインリールケース１４１に収容して組み立てるには
、まず、収容開口部１４２ａを通じて、第１メインリールモジュール１０１ａを後ケース
部１４２の左側に収容し、第２メインリールモジュール１０１ｂを後ケース部１４２の中
央に収容し、第３メインリールモジュール１０１ｃを後ケース部１４２の右側に収容する
。次に、後部結合部材１９１を後方から後ケース部１４２の後部結合穴１５１とメインリ
ールブラケット１３１の後部結合穴１３７とにそれぞれ係合させ、第１～第３メインリー
ルモジュール１０１ａ～１０１ｃの後部を後ケース部１４２の後部に結合させる。
【００３６】
　次に、前ケース部１５２を後ケース部１４２の前部に取り付ける。次に、上側前部結合
部材１９２を前方から前ケース部１５２の上側結合穴１５３とメインリールブラケット１
３１の前部結合穴１３８とにそれぞれ係合させ、前ケース部１５２の上部を第１～第３メ
インリールモジュール１０１ａ～１０１ｃの前上部に結合させる。これにより、前ケース
部１５２の上部は、第１～第３メインリールモジュール１０１ａ～１０１ｃのメインリー
ルブラケット１３１を介して、後ケース部１４２と結合される。次に、下側前部結合部材
１９３を前方から前ケース部１５２の下側結合穴１５４と後ケース部１４２の前部結合穴
１４８とにそれぞれ係合させ、前ケース部１５２の下部を後ケース部１４２の前下部に結
合させる。このとき必要に応じて、仮支持部１５０を用いて、後ケース部１４２の収容開
口部１４２ａが上方を向くように後ケース部１４２を載置すれば、前ケース部１５２を後
ケース部１４２の前部に容易に取り付けることができる。
【００３７】
　次に、メインリール中継基板１８１を、ネジ等の固定部材（図示せず）により、後ケー
ス部１４２の下面側に取り付け固定する。次に、カバー結合部材１９４を用いて、メイン
リール中継基板１８１の実装面を覆うように第１カバー部材１７１を後ケース部１４２の
下面側に取り付けるとともに、第２カバー部材１７６を後ケース部１４２の下面側におけ
る第１カバー部材１７１の下側に重ねて取り付ける。このとき必要に応じて、仮支持部１
５０を用いて、リール開口部１５２ａが上方を向くように第１～第３メインリールモジュ
ール１０１ａ～１０１ｃが収容されたメインリールケース１４１を載置すれば、メインリ
ール中継基板１８１、第１カバー部材１７１、および第２カバー部材１７６を、後ケース
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部１４２の下面側に容易に取り付けることができる。
【００３８】
　またこのとき、第１～第３メインリールモジュール１０１ａ～１０１ｃのメインリール
モータ１１１、基準位置検出センサ１１６、およびメインバックランプ１２１から延びる
ワイヤーハーネス（図示せず）を、支持リブ１６２の前方切欠き部１６３および第２カバ
ー部材１７６の前方ハーネス挿通部１７７に挿通させて、メインリール中継基板１８１の
リール制御コネクタ１８２に接続する。これにより、第１～第３メインリールモジュール
１０１ａ～１０１ｃをメインリールケース１４１に収容して組み立てることができる。そ
して、メインリール中継基板１８１がメインリールケース１４１の下面側に設けられた基
板収容部１６１に収容された状態でも、支持リブ１６２により、リール開口部１５２ａが
略水平方向を向くようにメインリールケース１４１を載置することができる。
【００３９】
　［サブリールユニットの構成］
　次に、本実施形態に係るサブリールユニット２００について図９を参照して説明する。
サブリールユニット２００は、図９に示すように、第１～第３サブリールモジュール２０
１ａ～２０１ｃと、リールモジュール収容部２４１と、サブリール中継基板２４６と、基
板カバー２４７と、ハーネスカバー２４８とを有して構成される。
【００４０】
　第３サブリールモジュール２０１ｃは、第３サブリール２０２ｃと、サブリールモータ
２１１と、基準位置検出センサ２１６と、サブバックランプ２２１と、サブリールブラケ
ット２３１とを有して構成される。第３サブリール２０２ｃは、所定の図柄が描かれたリ
ールテープと、リールテープが巻回されたホイール部材とを有して、外周面に沿って複数
の図柄が並ぶ円筒状に形成され、サブリールモータ２１１のモータ軸に結合される。なお
、第３サブリール２０２ｃにおいて、リールテープの図柄以外の部分およびホイール部材
には、画像表示装置４００に設けられたシャッター照明部４３０からの光を液晶シャッタ
ー部４２０（詳細は後述）に向けて反射させやすい白色が着色されている。
【００４１】
　サブリールモータ２１１は、第３サブリール２０２ｃとともにサブリールブラケット２
３１に取り付けられ、第３サブリール２０２ｃを回転駆動するようになっている。基準位
置検出センサ１０５は、第３サブリール２０２ｃの内側に形成された被検出部材（図示せ
ず）を検出可能な位置でサブリールブラケット２３１に取り付けられ、第３サブリール２
０２ｃの回転基準位置を検出するようになっている。
【００４２】
　サブバックランプ２２１は、第３サブリール２０２ｃの内側に位置して前方を向くよう
にサブリールブラケット２３１に取り付けられ、図柄が描かれた第３サブリール２０２ｃ
の外周部を内側から照明可能に構成される。サブバックランプ２２１は、ＬＥＤランプ（
図示せず）が配設されたサブバックランプ基板２２２と、サブバックランプ基板２２２を
保持してサブリールブラケット２３１に取り付けられるサブバックランプホルダ２２３と
を有し、第３サブリール２０２ｃにおける図柄３つ分の領域（以下、サブリールにおける
図柄１つ分の領域を区画領域と称することがある）を図柄１つ分の領域ごとに個別に照明
することができるようになっている。
【００４３】
　サブリールブラケット２３１は、樹脂材料を用いて板状に形成され、サブリールブラケ
ット２３１の左側部に、サブリールモータ２１１、基準位置検出センサ２１６、およびサ
ブバックランプ２２１がそれぞれ取り付けられるようになっている。サブリールブラケッ
ト２３１の前部中央には、リール間の隙間を覆うためのカラー部２３２が円弧状に形成さ
れる。サブリールブラケット２３１の前部上側および前部下側には、リール結合部材２３
９が係合可能な前部結合穴２３３が形成される。なお、サブリールブラケット２３１には
、画像表示装置４００に設けられたシャッター照明部４３０からの光を液晶シャッター部
４２０（詳細は後述）に向けて反射させやすい白色が着色されている。
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【００４４】
　第１サブリールモジュール２０１ａは、第３サブリールモジュール２０１ｃと同様に、
第１サブリール２０２ａと、サブリールモータと、基準位置検出センサと、サブバックラ
ンプと、サブリールブラケットとを有して構成される。第１サブリール２０２ａは、図柄
が異なる他は、第３サブリール２０２ｃと同様に形成される。サブリールモータ、基準位
置検出センサ、サブバックランプ、およびサブリールブラケットは、第３サブリールモジ
ュール２０１ｃと同様の構成であり、詳細な図示および説明を省略する。
【００４５】
　第２サブリールモジュール２０１ｂは、第３サブリールモジュール２０１ｃと同様に、
第２サブリール２０２ｂと、サブリールモータと、基準位置検出センサと、サブバックラ
ンプと、サブリールブラケットとを有して構成される。第２サブリール２０２ｂは、図柄
が異なる他は、第３サブリール２０２ｃと同様に形成される。サブリールモータ、基準位
置検出センサ、サブバックランプ、およびサブリールブラケットは、第３サブリールモジ
ュール２０１ｃと同様の構成であり、詳細な図示および説明を省略する。
【００４６】
　リールモジュール収容部２４１は、樹脂材料を用いて前方にリール開口部２４１ａを有
する箱状に形成され、第１～第３サブリールモジュール２０１ａ～２０１ｃを左右に並べ
て収容可能に構成される。なお、第１サブリールモジュール２０１ａがリールモジュール
収容部２４１の左側に収容され、第２サブリールモジュール２０１ｂがリールモジュール
収容部２４１の中央に収容され、第３サブリールモジュール２０１ｃがリールモジュール
収容部２４１の右側に収容されるようになっている。なお、リールモジュール収容部２４
１には、画像表示装置４００に設けられたシャッター照明部４３０からの光を液晶シャッ
ター部４２０（詳細は後述）に向けて反射させやすい白色が着色されている。
【００４７】
　リールモジュール収容部２４１の前部上側および前部下側には、フランジ部２４２が形
成される。フランジ部２４２には、リール結合部材２３９が係合可能なリール結合穴２４
３が６つ形成される。リール結合穴２４３は、第１～第３サブリールモジュール２０１ａ
～２０１ｃのサブリールブラケット２３１に形成された前部結合穴２３３と位置整合する
ように配置され、リール結合部材２３９を前方からサブリールブラケット２３１の前部結
合穴２３３とリールモジュール収容部２４１のリール結合穴２４３とにそれぞれ係合させ
ることにより、第１～第３サブリールモジュール２０１ａ～２０１ｃのサブリールブラケ
ット２３１がリールモジュール収容部２４１のフランジ部２４２と結合される。なお、リ
ール結合部材２３９は、ナイラッチ等を用いて構成される。
【００４８】
　リールモジュール収容部２４１の上部に基板取付部２４４が形成されており、この基板
取付部２４４にサブリール中継基板２４６が取り付けられるようになっている。サブリー
ル中継基板２４６は、ネジ等の固定手段により、リールモジュール収容部２４１の基板取
付部２４４に取り付け固定される。サブリール中継基板２４６は、演出制御ユニット３５
０（サブサブ基板３５１）と電気的に接続され、演出制御ユニット３５０から送信された
リール制御信号に応じて、第１～第３サブリールモジュール２０１ａ～２０１ｃの作動制
御を行う。
【００４９】
　基板カバー２４７は、透明樹脂材料を用いて、サブリール中継基板２４６を上方から覆
うことが可能な箱状に形成される。基板カバー２４７は、カバー結合部材２４９により、
リールモジュール収容部２４１の基板取付部２４４の中央に結合されて取り付けられるよ
うになっている。ハーネスカバー２４８は、透明樹脂材料を用いて箱状に形成され、サブ
リール中継基板２４６と第１～第３サブリールモジュール２０１ａ～２０１ｃのサブリー
ルモータ２１１、基準位置検出センサ２１６、およびサブバックランプ２２１とに電気的
に接続されたワイヤーハーネス（図示せず）の一部を覆うようになっている。ハーネスカ
バー２４８は、カバー結合部材２４９により、基板カバー２４７の前部と重なるように、
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リールモジュール収容部２４１の基板取付部２４４の前側に結合されて取り付けられるよ
うになっている。なお、カバー結合部材２４９は、ナイラッチ等を用いて構成される。
【００５０】
　［主制御装置の構成］
　次に、本実施形態に係る主制御装置２５０について図１０～図１２を参照して説明する
。主制御装置２５０は、主制御基板２５１と、主制御基板２５１を収容する主基板ケース
２６０とを主体に構成された基板ケースユニットである。主制御基板２５１は、図１２に
示すように、メインＣＰＵ（Central　Processing　Unit）とＲＯＭ（Read　Only　Memor
y）を備えた遊技機制御用チップ２５３等の電子部品（電子素子）と、主基板側光コネク
タ２５４等の電気部品と、これらが実装されるプリント基板２５２とから構成される。ま
た、主制御基板２５１の各部には、複数の電気コネクタ２５５，２５５，…が配設される
。
【００５１】
　主基板側光コネクタ２５４は、光通信ケーブル９００（図１１を参照）を介して主制御
装置２５０（主制御基板２５１）と副制御装置３００（サブメイン基板３０１）と接続す
るための光コネクタであり、主制御基板２５１の左側に左方を向いて配設される。図１１
に示すように、主基板側光コネクタ２５４には、光通信ケーブル９００の第１ケーブル側
コネクタ９１０がプリント基板２５２の実装面に沿って嵌合接続されるようになっている
。光通信ケーブル９００は、光信号を伝送するための光ファイバーケーブルを主体に構成
される。光通信ケーブル９００の一端に、主基板側光コネクタ２５４と嵌合可能な第１ケ
ーブル側コネクタ９１０が設けられるとともに、光通信ケーブル９００の他端に、サブメ
イン基板３０１の副基板側光コネクタ３０４と嵌合可能な第２ケーブル側コネクタ９２０
（図１３（ａ）を参照）が設けられる。第１ケーブル側コネクタ９１０が主基板側光コネ
クタ２５４と嵌合した状態で、第１ケーブル側コネクタ９１０から突出する光通信ケーブ
ル９００の一端と、主基板側光コネクタ２５４に内蔵された発光素子（図示せず）とが、
互いに近接した状態で対向配置される。これにより、主制御基板２５１の指令信号発信回
路（図示せず）から送信された電気信号（指令信号）が主基板側光コネクタ２５４の発光
素子において光信号に変換され、当該発光素子から光通信ケーブル９００に光信号が射出
されて伝送される。
【００５２】
　主基板ケース２６０は、図１０～図１２に示すように、主基板ケース本体２６１と、主
基板ケース蓋２７１とを有し、主基板ケース本体２６１と主基板ケース蓋２７１とが結合
されて形成されるケース内部に、主制御基板２５１を収容可能に構成される。主基板ケー
ス本体２６１は、図１２に示すように、透明の樹脂材料を用いて前側が開口した矩形箱状
に形成される。主基板ケース本体２６１の上部には、第１本体側結合部２６２、第２本体
側結合部２６３、および第３本体側結合部２６４が形成されている。また、主基板ケース
本体２６１の上部には、封印カバー２８１によって封印される本体側封印部２６５が形成
されている。
【００５３】
　主基板ケース蓋２７１は、図１０および図１２に示すように、透明の樹脂材料を用いて
後側が開口した矩形蓋状に形成される。主基板ケース蓋２７１の上部には、主基板ケース
本体２６１の第１本体側結合部２６２、第２本体側結合部２６３、および第３本体側結合
部２６４と結合される第１蓋側結合部２７２、第２蓋側結合部２７３、および第３蓋側結
合部２７４が形成されている。また、主基板ケース蓋２７１の上部には、本体側封印部２
６５とともに封印カバー２８１によって封印される蓋側封印部２７５が形成されている。
第１本体側結合部２６２、第２本体側結合部２６３、および第３本体側結合部２６４と、
第１蓋側結合部２７２、第２蓋側結合部２７３、および第３蓋側結合部２７４とを結合さ
せることにより、主基板ケース蓋２７１が主制御基板２５１を覆うように主基板ケース本
体２６１に結合される。またこのとき、封印カバー２８１を用いて本体側封印部２６５と
蓋側封印部２７５とが結合されて封印シール２８２とともに封印されるようになっている
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。
【００５４】
　主基板ケース蓋２７１の左内側に、主基板側光コネクタ２５４を四方から囲む囲い部２
７７が形成される。囲い部２７７は、不図示の発光素子（図示せず）が内蔵される主基板
側光コネクタ２５４の基端側を覆う箱状に形成されており、主基板ケース２６０の内側か
ら主基板側光コネクタ２５４の基端側への不正なアクセスを防止するようになっている。
囲い部２７７の左側部には、主基板側光コネクタ２５４の先端側を外側に露出させるコネ
クタ用切欠き部（図示せず）が形成されており、図１０（ａ）に示すように、囲い部２７
７のコネクタ用切欠き部と繋がる主基板ケース蓋２７１の左外側に、平板状のケーブル受
容部２７８が形成される。ケーブル受容部２７８は、主基板側光コネクタ２５４と嵌合接
続された、第１ケーブル側コネクタ９１０から延びる光通信ケーブル９００の端部近傍を
受容するようになっている。
【００５５】
　なお、ケーブル受容部２７８における第１ケーブル側コネクタ９１０の嵌合方向に沿っ
た左右方向の長さは、第１ケーブル側コネクタ９１０の長さよりも長くなるように設計さ
れる。これにより、主基板ケース２６０が基体部１０の背板部内面側に設けられたメイン
側ブラケット部材２９０に取り付けられた状態で、光通信ケーブル９００の第１ケーブル
側コネクタ９１０を主基板側光コネクタ２５４に容易に嵌合接続させることができる。ま
た、ケーブル受容部２７８には、主基板側光コネクタ２５４と嵌合接続された第１ケーブ
ル側コネクタ９１０および光通信ケーブル９００の端部近傍を覆う主基板側コネクタカバ
ー（図示せず）が取り付けられる。
【００５６】
　また、主基板ケース蓋２７１には、主制御基板２５１の各部に設けられた電気コネクタ
２５５を露出させるコネクタ露出部が複数形成されている。主基板ケース蓋２７１の右側
には、メイン側ブラケット部材２９０に設けられた設定スイッチユニット２９５から右側
の電気コネクタ２５５に繋がるハーネスを覆うハーネスカバー２８３が取り付けられるよ
うになっている。また、主基板ケース蓋２７１の右端部には、主基板ケース２６０をメイ
ン側ブラケット部材２９０に結合するためのブラケット結合部２７６が形成される。
【００５７】
　メイン側ブラケット部材２９０は、図１２に示すように、透明の樹脂材料を用いて、主
基板ケース２６０の外周形状に合わせた矩形板状に形成され、ネジ等の固定部材（図示せ
ず）を用いて、基体部１０の背板部の上側内面に取り付け固定される（図１８を参照）。
メイン側ブラケット部材２９０には、主基板ケース２６０を取り付け可能な係止爪等を有
した基板ケース取付部２９１が形成されている。基板ケース取付部２９１の右端部には、
不図示の連結部材（図示せず）を介してブラケット結合部２７６と結合される結合穴部２
９２が形成されている。また、メイン側ブラケット部材２９０の右側には、不図示の設定
スイッチ（図示せず）およびリセットスイッチ（図示せず）から構成される設定スイッチ
ユニット２９５が収容されるようになっている。
【００５８】
　以上のように構成される主制御装置２５０を、基体部１０の背板部の上側内面に取り付
けるには、主制御基板２５１が収容された主基板ケース２６０を、基体部１０の背板部の
上側内面に固定されたメイン側ブラケット部材２９０の基板ケース取付部２９１に取り付
ける。このとき、不図示の連結部材（図示せず）を用いて、主基板ケース蓋２７１のブラ
ケット結合部２７６とメイン側ブラケット部材２９０の結合穴部２９２とを結合させる。
次に、光通信ケーブル９００の第１ケーブル側コネクタ９１０を主制御基板２５１の主基
板側光コネクタ２５４に嵌合接続させる。そして、不図示の主基板側コネクタカバー（図
示せず）を、光通信ケーブル９００の第１ケーブル側コネクタ９１０を覆うように、ネジ
等の固定部材（図示せず）を用いて主基板ケース２６０のケーブル受容部２７８に取り付
け固定する。これにより、主制御装置２５０は、メイン側ブラケット部材２９０を介して
基体部１０の背板部の上側内面に取り付け固定される。
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【００５９】
　［副制御装置の構成］
　次に、本実施形態に係る副制御装置３００について図１３～図１４を参照して説明する
。副制御装置３００は、図１４に示すように、サブメイン基板３０１と、サブメイン基板
３０１を収容する副基板ケース３１０とを主体に構成された基板ケースユニットである。
サブメイン基板３０１は、主制御装置２５０（主制御基板２５１）からの出力情報（コマ
ンドデータ）に基づいて、演出抽選など演出決定処理を行う。
【００６０】
　サブメイン基板３０１は、サブメインＣＰＵ（Central　Processing　Unit）、拡張ワ
ークＲＡＭ（Random　Access　Memory）、プログラムＲＯＭ（Read　Only　Memory）等の
電子部品（電子素子）と、副基板側光コネクタ３０４等の電気部品と、これらが実装され
るプリント基板３０２とから構成される。また、サブメイン基板３０１の各部には、複数
の電気コネクタ３０５，３０５，…が配設される。
【００６１】
　副基板側光コネクタ３０４は、光通信ケーブル９００（図１３（ａ）を参照）を介して
主制御装置２５０（主制御基板２５１）と副制御装置３００（サブメイン基板３０１）と
接続するための光コネクタであり、サブメイン基板３０１の上端部近傍に上方を向いて配
設される。図１３（ａ）に示すように、副基板側光コネクタ３０４には、光通信ケーブル
９００の第２ケーブル側コネクタ９２０がプリント基板３０２の実装面に沿って嵌合接続
されるようになっている。第２ケーブル側コネクタ９２０が副基板側光コネクタ３０４と
嵌合した状態で、第２ケーブル側コネクタ９２０から突出する光通信ケーブル９００の他
端と、副基板側光コネクタ３０４に内蔵された受光素子（図示せず）とが、互いに近接し
た状態で対向配置される。これにより、光通信ケーブル９００から伝送された光信号が副
基板側光コネクタ３０４の受光素子において電気信号（指令信号）に変換され、当該受光
素子からサブメイン基板３０１の指令信号受信回路（図示せず）に指令信号が送信される
。
【００６２】
　副基板ケース３１０は、図１４に示すように、副基板ケース本体３１１と、副基板ケー
ス蓋３２１とを有し、副基板ケース本体３１１と副基板ケース蓋３２１とが結合されて形
成されるケース内部に、サブメイン基板３０１を収容可能に構成される。副基板ケース本
体３１１は、透明の樹脂材料を用いて一方が開口した矩形箱状に形成される。また、副基
板ケース本体３１１には、サブメイン基板３０１との間に金属製のシールドプレート３３
１が収容されるようになっている。副基板ケース本体３１１の四隅には、不図示の結合ネ
ジ（図示せず）が螺合されるネジ結合ボス３１２が形成される。副基板ケース本体３１１
の底部には、ケース内部に収容されたサブメイン基板３０１を支持する基板支持ボス３１
３が複数形成される。
【００６３】
　副基板ケース蓋３２１は、透明の樹脂材料を用いて一方が開口した矩形蓋状に形成され
る。副基板ケース蓋３２１の四隅には、結合ネジ（図示せず）が挿通されるとともに第１
キャップ部材３３２により塞がれる第１キャップ穴部３２２が形成される。副基板ケース
蓋３２１は、結合ネジ（図示せず）を用いて、サブメイン基板３０１を覆うように副基板
ケース本体３１１に結合される。副基板ケース蓋３２１の上部には、サブメイン基板３０
１の上端部近傍に設けられた副基板側光コネクタ３０４を露出させる光コネクタ露出部３
２４が形成されている。露出した副基板側光コネクタ３０４は、サブ側ブラケット部材３
４０に取り付けられる副基板側コネクタカバー３３３に覆われるようになっている。
【００６４】
　また、副基板ケース蓋３２１には、サブメイン基板３０１の各部に設けられた電気コネ
クタ３０５を露出させる電気コネクタ露出部３２５が複数形成されている。また、副基板
ケース蓋３２１の前方側部には、副基板ケース３１０をサブ側ブラケット部材３４０に結
合するためのブラケット結合部３２３が形成される。また、副基板ケース蓋３２１の後方
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側部には、サブ側ブラケット部材３４０の係合溝３４４に係合可能な係合ピン（図示せず
）が形成される。
【００６５】
　サブ側ブラケット部材３４０は、透明の樹脂材料を用いて、副基板ケース３１０の外周
形状に合わせた矩形枠状に形成され、ネジ等の固定部材（図示せず）を用いて、基体部１
０の左側板部の上側内面に取り付け固定される（図１８を参照）。サブ側ブラケット部材
３４０の側端部近傍には、副基板ケース３１０のブラケット結合部３２３に係止可能な係
止爪部３４１と、係止爪部３４１が係止した状態のブラケット結合部３２３をネジ等の固
定部材（図示せず）により固定するための固定穴部３４２が形成されている。サブ側ブラ
ケット部材３４０の上部には、副基板側光コネクタ３０４と嵌合接続された第２ケーブル
側コネクタ９２０から延びる光通信ケーブル９００の端部近傍が挿通されるハーネスガイ
ド部３４３が形成されている。サブ側ブラケット部材３４０の内周部には、副基板ケース
蓋３２１の係合ピンが係合可能なＵ字状の係合溝３４４が形成されている。
【００６６】
　副基板側コネクタカバー３３３は、透明の樹脂材料を用いて蓋状に形成される。副基板
側コネクタカバー３３３は、ネジ等の固定部材（図示せず）を用いて、サブ側ブラケット
部材３４０のハーネスガイド部３４３および副基板ケース蓋３２１の光コネクタ露出部３
２４を覆うように、サブ側ブラケット部材３４０の上部に取り付け固定される。副基板側
コネクタカバー３３３には、ネジ等の固定部材（図示せず）が挿通されるとともに第２キ
ャップ部材３３５により塞がれる第２キャップ穴部３３４が形成される。
【００６７】
　以上のように構成される副制御装置３００を、基体部１０の左側板部の上側内面に取り
付けるには、サブメイン基板３０１が収容された副基板ケース３１０を、基体部１０の左
側板部の上側内面に固定されたサブ側ブラケット部材３４０の内周側に取り付ける。この
とき、副基板ケース３１０の係合ピン（図示せず）をサブ側ブラケット部材３４０の係合
溝３４４に係合させるとともに、サブ側ブラケット部材３４０の係止爪部３４１を副基板
ケース３１０のブラケット結合部３２３に係止させ、副基板ケース３１０をサブ側ブラケ
ット部材３４０に対して仮固定する。次に、ネジ等の固定部材（図示せず）を用いて、係
止爪部３４１が係止した状態のブラケット結合部３２３をサブ側ブラケット部材３４０の
固定穴部３４２に固定する。次に、光通信ケーブル９００の第２ケーブル側コネクタ９２
０をサブメイン基板３０１の副基板側光コネクタ３０４に嵌合接続させる。次に、副基板
側コネクタカバー３３３を、副基板ケース３１０の光コネクタ露出部３２４およびサブ側
ブラケット部材３４０のハーネスガイド部３４３を覆うように、ネジ等の固定部材（図示
せず）を用いてサブ側ブラケット部材３４０の上部に取り付け固定する。そして、第２キ
ャップ部材３３５を、ネジ等の固定部材（図示せず）が挿通された副基板側コネクタカバ
ー３３３の第２キャップ穴部３３４に塞ぐように取り付ける。これにより、副制御装置３
００は、サブ側ブラケット部材３４０を介して基体部１０の左側板部の上側内面に取り付
け固定される。
【００６８】
　［演出制御ユニットの構成］
　次に、本実施形態に係る演出制御ユニット３５０について図１５～図１９を参照して説
明する。演出制御ユニット３５０は、図１５～図１６に示すように、サブサブ基板３５１
と、画像制御基板３６１と、サブサブ基板３５１および画像制御基板３６１を収容する演
出基板ケース３７０とを主体に構成された基板ケースユニットである。サブサブ基板３５
１は、サブメイン基板３０１と電気的に接続され、サブメイン基板３０１からの出力コマ
ンドに基づいて、画像表示装置４００等を作動させる演出制御処理を行う。画像制御基板
３６１は、サブサブ基板３５１から送信される画像制御信号に応じて、画像表示装置４０
０で表示される画像データの出力処理を行う。
【００６９】
　サブサブ基板３５１は、図１６に示すように、サブサブＣＰＵ、ＶＲＡＭ、プログラム
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ＲＯＭ等の電子部品（電子素子）と、接続コネクタ３５４等の電気部品と、これらが実装
されるプリント基板３５２とから構成される。サブサブ基板３５１の下端部には、画像制
御基板３６１の接続コネクタ３６４と電気的に接続される接続コネクタ３５４が配設され
る。また、サブサブ基板３５１の各部には、複数の電気コネクタ３５５，３５５，…が配
設される。
【００７０】
　画像制御基板３６１は、画像処理ＣＰＵ等の電子部品（電子素子）と、接続コネクタ３
６４等の電気部品と、これらが実装されるプリント基板３６２とから構成される。画像制
御基板３６１の上端部には、サブサブ基板３５１の接続コネクタ３５４と電気的に接続さ
れる接続コネクタ３６４が配設される。サブサブ基板３５１の接続コネクタ３５４と画像
制御基板３６１の接続コネクタ３６４とを接続することにより、サブサブ基板３５１と画
像制御基板３６１とが電気的に接続される。また、画像制御基板３６１の実装面上に、画
像ＲＯＭ基板３９５および音声基板３９７が略平行に取り付けられて画像制御基板３６１
と電気的に接続されている。
【００７１】
　画像ＲＯＭ基板３９５は、枠状の第１基板支持部材３９６を用いて、画像制御基板３６
１の実装面上に略平行に取り付けられる。画像ＲＯＭ基板３９５は、第１基板支持部材３
９６の内側に位置するように画像制御基板３６１に設けられた画像ＲＯＭ基板用コネクタ
３６５を介して、画像制御基板３６１と電気的に接続される。画像ＲＯＭ基板３９５およ
び第１基板支持部材３９６は、ネジ等の固定部材（図示せず）を用いて、演出基板ケース
本体３７１に形成されて画像制御基板３６１の挿通穴に挿通される画像ＲＯＭ基板固定ボ
ス３７４に取り付け固定される。
【００７２】
　音声基板３９７は、枠状の第２基板支持部材３９８を用いて、画像制御基板３６１の実
装面上に略平行に取り付けられる。音声基板３９７は、第２基板支持部材３９８の内側に
位置するように画像制御基板３６１に設けられた音声基板用コネクタ３６６を介して、画
像制御基板３６１と電気的に接続される。音声基板３９７および第２基板支持部材３９８
は、ネジ等の固定部材（図示せず）を用いて、演出基板ケース本体３７１に形成されて画
像制御基板３６１の挿通穴に挿通される音声基板固定ボス３７５に取り付け固定される。
【００７３】
　画像制御基板３６１の下端部には、サブサブ基板６２１の右端部（副制御装置６００の
後側から見て左端部）に、画像データの出力するための出力コネクタ３６７が配設される
。出力コネクタ３６７は、不図示のワイヤーハーネスにより、演出基板ケース蓋３８１の
天井部の基板カバー部３９２に収容された制御側画像表示接続基板３９９と電気的に接続
される。制御側画像表示接続基板３９９は、不図示のワイヤーハーネスにより、画像制御
基板３６１（出力コネクタ３６７）と電気的に接続されるとともに、画像表示装置４００
の装置側画像表示接続基板４１９（図２２を参照）と電気的に接続される。制御側画像表
示接続基板３９９は、画像制御基板３６１の出力コネクタ３６７から出力された画像デー
タ（画像信号）を、V－by－One（登録商標）方式の伝送信号に変換して装置側画像表示接
続基板４１９に伝送する。これにより、演出制御ユニット３５０が基体部１０の左側板部
の内面に取り付けられることによって、画像制御基板３６１と画像表示装置４００との間
の距離が長くなっても、V－by－One（登録商標）方式の画像データの伝送によって安定し
た画像データの伝送を行うことができ、画像データの伝送時に生じる不具合を防止するこ
とができる。
【００７４】
　演出基板ケース３７０は、演出基板ケース本体３７１と、演出基板ケース蓋３８１とを
有し、演出基板ケース本体３７１と演出基板ケース蓋３８１とが結合されて形成されるケ
ース内部に、サブサブ基板３５１および画像制御基板３６１を収容可能に構成される。演
出基板ケース本体３７１は、透明の樹脂材料を用いて一方が開口した矩形箱状に形成され
る。また、演出基板ケース本体３７１には、サブサブ基板３５１および画像制御基板３６
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１との間に金属製のシールドプレート３９１が収容されるようになっている。演出基板ケ
ース本体３７１の四隅には、不図示の結合ネジ（図示せず）が螺合されるネジ結合ボス３
７２が形成される。演出基板ケース本体３７１の底部には、ケース内部に収容されたサブ
サブ基板３５１および画像制御基板３６１を支持する基板支持ボス３７３が複数形成され
る。また、演出基板ケース本体３７１の底部には、画像ＲＯＭ基板３９５および第１基板
支持部材３９６が取り付け固定される画像ＲＯＭ基板固定ボス３７４と、音声基板３９７
および第２基板支持部材３９８が取り付け固定される音声基板固定ボス３７５が形成され
ている。
【００７５】
　演出基板ケース蓋３８１は、図１５および図１６に示すように、透明の樹脂材料を用い
て一方が開口した矩形蓋状に形成される。演出基板ケース蓋３８１の四隅には、結合ネジ
（図示せず）が挿通されるとともにキャップ部材３９３により塞がれるキャップ穴部３８
２が形成される。演出基板ケース蓋３８１は、結合ネジ（図示せず）を用いて、サブサブ
基板３５１および画像制御基板３６１を覆うように演出基板ケース本体３７１に結合され
る。また、演出基板ケース蓋３８１には、サブサブ基板３５１の各部に設けられた電気コ
ネクタ３５５と画像制御基板３６１の出力コネクタ３６７を露出させるコネクタ露出部３
８３が複数形成されている。
【００７６】
　演出基板ケース蓋３８１の前方側部には、穴部を有する突起状のケース固定部３８４が
上下に２つ形成されており、ネジ等の固定部材（図示せず）を用いて、基体部１０の左側
板部の中間部内面に形成された取付ネジ部（図示せず）にケース固定部３８４が取り付け
固定されるようになっている。図１５（ｂ）に示すように、演出基板ケース蓋３８１の後
方側部には、演出基板ケース３７０を基体部１０の取り付け位置（すなわち、基体部１０
の左側板部の中間部内面）に仮固定するための上部ケース側係合部３８５および下部ケー
ス側係合部３８６が、上下に離れて演出基板ケース蓋３８１の側方に突出するように形成
されている。
【００７７】
　上部ケース側係合部３８５は、図１７に示すように基体部１０の内面に取り付けられた
上側固定部材９６０の上部固定側係合部９６１に係合可能な鉤爪状に形成される。下部ケ
ース側係合部３８６は、基体部１０の内面における上側固定部材９６０の下方に取り付け
られた下側固定部材９６５の下部固定側係合部９６６に係合可能な鉤爪状に形成される。
そして、図１８に示すように、上部ケース側係合部３８５が上側固定部材９６０の上部固
定側係合部９６１に係合するとともに、下部ケース側係合部３８６が下側固定部材９６５
の下部固定側係合部９６６に係合した状態で、演出基板ケース３７０が基体部１０の左側
板部の中間部内面に仮固定されるようになっている。
【００７８】
　上側固定部材９６０は、図１９に示すように、透明の樹脂材料を用いてクランプ状に形
成される。下側固定部材９６５も、上側固定部材９６０と同様に形成される。上側固定部
材９６０および下側固定部材９６５は、図１７に示すように、基体部１０の背板部と左側
板部とに跨って上下平行に取り付けられ、主制御装置２５０（主制御基板２５１）とメダ
ル払出装置１４とに電気的に接続されたホッパー用ワイヤーハーネス９５０や、主制御装
置２５０（主制御基板２５１）と電源ユニット１３とに電気的に接続された電力供給用ワ
イヤーハーネス９５１を、基体部１０の内面側における左隅部近傍に固定するようになっ
ている。上側固定部材９６０には、上部ケース側係合部３８５が上方から係合可能な穴状
の上部固定側係合部９６１が形成される。下側固定部材９６５には、下部ケース側係合部
３８６が上方から係合可能な穴状の下部固定側係合部９６６が形成される。
【００７９】
　以上のように構成される演出制御ユニット３５０を、基体部１０の左側板部の中間部内
面に取り付けるには、演出基板ケース３７０の上部ケース側係合部３８５を上側固定部材
９６０の上部固定側係合部９６１に係合させるとともに、演出基板ケース３７０の下部ケ
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ース側係合部３８６を下側固定部材９６５の下部固定側係合部９６６に係合させる。これ
により、サブサブ基板３５１および画像制御基板３６１が収容された演出基板ケース３７
０が基体部１０の左側板部の中間部内面に仮固定される。そして、ネジ等の固定部材（図
示せず）を用いて、基体部１０の左側板部の中間部内面に形成された取付ネジ部（図示せ
ず）に、演出基板ケース３７０のケース固定部３８４を取り付け固定する。このように、
上側固定部材９６０および下側固定部材９６５を介して、演出基板ケース３７０が基体部
１０の左側板部の中間部内面に仮固定されるため、この状態で、演出制御ユニット３５０
（演出基板ケース３７０）を基体部１０の左側板部の中間部内面に容易に取り付けること
ができる。
【００８０】
　［画像表示装置の構成］
　次に、本実施形態に係る画像表示装置４００について図２０～図２５を参照して説明す
る。画像表示装置４００は、図２０～図２２に示すように、画像表示部４１０と、シャッ
ター照明部４３０とを有して構成される。画像表示部４１０は、図２０および図２２に示
すように、液晶パネル４１１と、バックライトを構成する導光板４１２および反射シート
４１３と、液晶ケース４１５と、液晶シャッター部４２０とを有し、前方を向いて配置さ
れた液晶パネル４１１の画面上に画像を表示可能に構成される。液晶パネル４１１は、透
過型液晶を用いて長方形状に形成される。液晶パネル４１１は、液晶ケース４１５の後面
側に収容された駆動用回路基板４１８を介して、演出制御ユニット３５０（画像制御基板
３６１）と電気的に接続され、演出制御ユニット３５０から伝送された画像データに基づ
いて、画面上に画像を表示することができるようになっている。
【００８１】
　導光板４１２は、液晶パネル４１１の外形に合わせた透明な長方形状に形成される。導
光板４１２は、液晶パネル４１１の後面側に重なって設けられ、不図示の光源からの光を
透過させて液晶パネル４１１の後面側に導くようになっている。反射シート４１３は、中
央に３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃを有する長方形状に形成される。反射シ
ート４１３は、導光板４１２の後面側に重なって設けられ、３つの液晶シャッター窓４１
４ａ～４１４ｃの周辺領域において、導光板４１２を透過する光を液晶パネル４１１に向
けて反射させるようになっている。３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃは、３つ
のサブリール２０２ａ，２０２ｂ，２０２ｃについてそれぞれ３つの図柄を視認可能な大
きさの長方形状に形成される。
【００８２】
　液晶ケース４１５は、樹脂材料を用いて前方が開口した薄い箱状に形成される。液晶ケ
ース４１５は、液晶パネル４１１の画面を前方から視認可能に液晶パネル４１１、導光板
４１２、反射シート４１３、および液晶シャッター部４２０を収容保持して、前面扉２０
における前面枠２１の略中央部に後側から取り付けられる。なお、前面扉２０における液
晶パネル４１１の前面側に、透明の液晶カバー２２（図２を参照）が取り付けられる。液
晶ケース４１５の中央部には、長方形状の開口部４１５ａが反射シート４１３の液晶シャ
ッター窓４１４ａ～４１４ｃと位置整合するように形成される。液晶ケース４１５の後面
側における開口部４１５ａの周辺部に、矩形枠状のエスカッション取付部４１６が形成さ
れ、このエスカッション取付部４１６にシャッター照明部４３０の下部エスカッション４
６０が取り付けられるようになっている。液晶ケース４１５の後面側上部における左右２
箇所に、突起状のリール取付ボス４１７が形成され、このリール取付ボス４１７にメイン
リールユニット１００の前部下側（フランジ部１４３の下側）が取り付け固定されるよう
になっている。
【００８３】
　なお、詳細な図示を省略するが、液晶ケース４１５の後面側におけるエスカッション取
付部４１６の左右には、液晶パネル４１１を駆動するための駆動用回路基板４１８と、中
継基板（図示せず）が収容される。また、液晶ケース４１５の後面側におけるエスカッシ
ョン取付部４１６の上方には、装置側画像表示接続基板４１９が収容される。装置側画像
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表示接続基板４１９は、不図示のワイヤーハーネスにより、駆動用回路基板４１８を介し
て液晶パネル４１１と電気的に接続されるとともに、制御側画像表示接続基板３９９を介
して演出制御ユニット３５０（画像制御基板３６１）と電気的に接続される。装置側画像
表示接続基板４１９は、制御側画像表示接続基板３９９からV－by－One（登録商標）方式
によって伝送された画像データを駆動用回路基板４１８に伝送する。
【００８４】
　液晶シャッター部４２０は、液晶を用いて、反射シート４１３における３つの液晶シャ
ッター窓４１４ａ～４１４ｃの外形に合わせた長方形状に形成される。液晶シャッター部
４２０は、３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃと重なる反射シート４１３の後面
側に、３つのサブリール２０２ａ，２０２ｂ，２０２ｃの前方に重なるように取り付けら
れる。液晶シャッター部４２０の左側は、第１サブリール２０２ａの前方に位置する第１
液晶シャッター窓４１４ａに重なるように配置される。液晶シャッター部４２０の中央側
は、第２サブリール２０２ｂの前方に位置する第２液晶シャッター窓４１４ｂに重なるよ
うに配置される。液晶シャッター部４２０の右側は、第３サブリール２０２ｃの前方に位
置する第３液晶シャッター窓４１４ｃに重なるように配置される。
【００８５】
　液晶シャッター部４２０は、液晶パネル４１１、導光板４１２、および３つの液晶シャ
ッター窓４１４ａ～４１４ｃを通じて３つのサブリール２０２ａ，２０２ｂ，２０２ｃの
図柄を視認可能な透過状態と、３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃを覆って液晶
パネル４１１における３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃと重なる部分で表示さ
れる画像を視認可能な遮蔽状態とに、電気的に切り替え可能に構成される。液晶シャッタ
ー部４２０は、駆動用回路基板４１８を介して、演出制御ユニット３５０（サブサブ基板
３５１）と電気的に接続され、演出制御ユニット３５０から送信された画像制御信号に基
づいて、上述した透過状態と遮蔽状態とに切り替えることができる。これにより、液晶シ
ャッター部４２０は、透過状態において、液晶パネル４１１で表示される画像と一体化し
た３つのサブリール２０２ａ，２０２ｂ，２０２ｃの図柄表示を行うことができ、遮蔽状
態において、３つのサブリール２０２ａ，２０２ｂ，２０２ｃを遮蔽した液晶パネル４１
１による画像表示を行わせることができる。
【００８６】
　図２０に示すように、液晶シャッター部４２０は、第１液晶シャッター窓４１４ａにお
ける上側１／３の領域に重なる第１上区画部４２１ａと、第１液晶シャッター窓４１４ａ
における中央側１／３の領域に重なる第１中区画部４２２ａと、第１液晶シャッター窓４
１４ａにおける下側１／３の領域に重なる第１下区画部４２３ａとを有し、各区画部４２
１ａ～４２３ａごとに透過状態と遮蔽状態とに切り替え可能に構成される。また、液晶シ
ャッター部４２０は、第２液晶シャッター窓４１４ｂにおける上側１／３の領域に重なる
第２上区画部４２１ｂと、第２液晶シャッター窓４１４ｂにおける中央側１／３の領域に
重なる第２中区画部４２２ｂと、第２液晶シャッター窓４１４ｂにおける下側１／３の領
域に重なる第２下区画部４２３ｂとを有し、各区画部４２１ｂ～４２３ｂごとに透過状態
と遮蔽状態とに切り替え可能に構成される。また、液晶シャッター部４２０は、第３液晶
シャッター窓４１４ｃにおける上側１／３の領域に重なる第３上区画部４２１ｃと、第３
液晶シャッター窓４１４ｃにおける中央側１／３の領域に重なる第３中区画部４２２ｃと
、第３液晶シャッター窓４１４ｃにおける中央側１／３の領域に重なる第３下区画部４２
３ｃとを有し、各区画部４２１ｃ～４２３ｃごとに透過状態と遮蔽状態とに切り替え可能
に構成される。これにより、液晶シャッター部４２０は、３つの液晶シャッター窓４１４
ａ～４１４ｃにおいて視認可能な縦横に３つずつ並ぶ９つの図柄の区画領域（９つの区画
部４２１ａ～４２３ａ，４２１ｂ～４２３ｂ，４２１ｃ～４２３ｃ）ごとに、透過状態と
遮蔽状態とに切り替え可能に構成される。
【００８７】
　シャッター照明部４３０は、図２１～図２２に示すように、上側照明部４４０と、下側
照明部４５０と、下部エスカッション４６０とを有し、液晶シャッター部４２０を後方か
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ら照明可能に構成される。上側照明部４４０は、図２２および図２３に示すように、上側
ランプ基板４４１と、上側ランプ保持部４４３と、上側拡散シート４４５と、上側ランプ
カバー４４７とを有し、上側ランプ基板４４１の上側ＬＥＤランプ４４２が前下方を向い
て液晶シャッター部４２０を後上方から照明可能に構成される。
【００８８】
　上側ランプ基板４４１は、左右方向に延びる細長い板状に形成される。上側ランプ基板
４４１の実装面には、複数の上側ＬＥＤランプ４４２，４４２，…が前後２列で左右方向
に並んで配設される。なお、上側ランプ基板４４１は、ＬＥＤランプが左右方向に一列に
並ぶ２つのランプ基板を前後方向に並べた構成であってもよい。この場合、後述の下側ラ
ンプ基板４５１と同じランプ基板を用いて上側ランプ基板４４１を構成することができる
。上側ランプ保持部４４３は、樹脂材料を用いて、上側ランプ基板４４１の形状に合わせ
て左右方向に延びる薄板状に形成され、上側ＬＥＤランプ４４２が前下方を向くように上
側ランプ基板４４１を保持する。上側ランプ保持部４４３の後部には、略鉛直下方に折れ
曲がった折り曲げ固定部４４４が形成され、この折り曲げ固定部４４４が下部エスカッシ
ョン４６０の上側照明取付部４６３に取り付け固定される。
【００８９】
　上側拡散シート４４５は、透光性を有する乳白色の樹脂材料を用いて、しぼ加工等が施
されて左右方向に延びる薄板状に形成され、上面側が前上方を向くように傾いて上側ラン
プ基板４４１の実装面を覆うようになっている。上側拡散シート４４５の後部には、略鉛
直上方に折れ曲がった折り曲げ固定部４４６が形成され、この折り曲げ固定部４４６が上
側ランプ保持部４４３の折り曲げ固定部４４４とともに下部エスカッション４６０の上側
照明取付部４６３に取り付け固定される。上側ランプカバー４４７は、透光性を有する乳
白色の樹脂材料を用いて、上側拡散シート４４５の形状に合わせて左右方向に延びる薄板
状に形成され、上側拡散シート４４５の下面側を覆って重なるようになっている。上側ラ
ンプカバー４４７の後部には、略鉛直上方に折れ曲がった折り曲げ固定部４４８が形成さ
れ、この折り曲げ固定部４４８が上側ランプ保持部４４３の折り曲げ固定部４４４ととも
に下部エスカッション４６０の上側照明取付部４６３に取り付け固定される。これにより
、上側ＬＥＤランプ４４２で発光した光が上側拡散シート４４５および上側ランプカバー
４４７において拡散されるようになっている。
【００９０】
　下側照明部４５０は、図２２および図２４に示すように、下側ランプ基板４５１と、下
側ランプ保持部４５３と、下側拡散シート４５５と、下側ランプカバー４５７とを有し、
下側ランプ基板４５１の下側ＬＥＤランプ４５２が上方を向いて液晶シャッター部４２０
を後下方から照明可能に構成される。下側ランプ基板４５１は、左右方向に延びる細長い
板状に形成される。下側ランプ基板４５１の実装面には、複数の下側ＬＥＤランプ４５２
，４５２，…が１列で左右方向に並んで配設される。下側ランプ保持部４５３は、樹脂材
料を用いて、下側ランプ基板４５１の形状に合わせて左右方向に延びる薄板状に形成され
、下側ＬＥＤランプ４５２が上方を向くように下側ランプ基板４５１を保持する。下側ラ
ンプ保持部４５３の後部には、略鉛直上方に折れ曲がった折り曲げ固定部４５４が形成さ
れ、この折り曲げ固定部４５４が下部エスカッション４６０の下側照明取付部４６５に取
り付け固定される。
【００９１】
　下側拡散シート４５５は、透光性を有する乳白色の樹脂材料を用いて、しぼ加工等が施
されて左右方向に延びる薄板状に形成され、下面側が前下方を向くように傾いて下側ラン
プ基板４５１の実装面を覆うようになっている。下側拡散シート４５５の後部には、略鉛
直下方に折れ曲がった折り曲げ固定部４５６が形成され、この折り曲げ固定部４５６が下
側ランプ保持部４５３の折り曲げ固定部４５４とともに下部エスカッション４６０の下側
照明取付部４６５に取り付け固定される。下側ランプカバー４５７は、透光性を有する乳
白色の樹脂材料を用いて、下側拡散シート４５５の形状に合わせて左右方向に延びる薄板
状に形成され、下側拡散シート４５５の上面側を覆って重なるようになっている。下側ラ
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ンプカバー４５７の後部には、略鉛直下方に折れ曲がった折り曲げ固定部４５８が形成さ
れ、この折り曲げ固定部４５８が下側ランプ保持部４５３の折り曲げ固定部４５４ととも
に下部エスカッション４６０の下側照明取付部４６５に取り付け固定される。これにより
、下側ＬＥＤランプ４５２で発光した光が下側拡散シート４５５および下側ランプカバー
４５７において拡散されるようになっている。
【００９２】
　下部エスカッション４６０は、図２１および図２５に示すように、白色の樹脂材料を用
いて、画像表示部４１０の３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃよりも大きい矩形
枠状に形成される。下部エスカッション４６０の内側には、長方形状の開口部４６０ａが
３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃの外形に合わせて形成される。下部エスカッ
ション４６０の外周端部には、穴部を有する突起状の固定片部４６１が複数形成されてお
り、この固定片部４６１がネジ等の固定部材により液晶ケース４１５のエスカッション取
付部４１６に取り付け固定される。
【００９３】
　下部エスカッション４６０の上部には、下方に向けて開口したハウジング状の上側照明
取付部４６３が形成されており、上側照明取付部４６３の内側に上側照明部４４０が取り
付けられるようになっている。上側照明取付部４６３の左側部には、上側ランプ基板４４
１に設けられたコネクタを露出させる上部穴部４６４が形成されている。下部エスカッシ
ョン４６０の下部には、上方に向けて開口したハウジング状の下側照明取付部４６５が形
成されており、下側照明取付部４６５の内側に上側照明部４４０が取り付けられるように
なっている。下側照明取付部４６５の左側部には、上側ランプ基板４４１に設けられたコ
ネクタを露出させる下部切欠き部４６６が形成されている。
【００９４】
　以上のように構成される画像表示装置４００において、上側ランプ基板４４１の上側Ｌ
ＥＤランプ４４２で発光した光は、前下方へ進んで上側拡散シート４４５および上側ラン
プカバー４４７を透過し、上側拡散シート４４５および上側ランプカバー４４７において
下方に拡散されるようになっている。これにより、上側照明部４４０は、上側ランプカバ
ー４４７から均一な光を射出させて、上側ＬＥＤランプ４４２が３つの液晶シャッター窓
４１４ａ～４１４ｃやリールテープ等に点光源として映り込むことなく、液晶シャッター
部４２０を後上方から均一に照明することができる。また、下側ランプ基板４５１の下側
ＬＥＤランプ４５２で発光した光は、上方へ進んで下側拡散シート４５５および下側ラン
プカバー４５７を透過し、下側拡散シート４５５および下側ランプカバー４５７において
上方に拡散されるようになっている。これにより、下側照明部４５０は、下側ランプカバ
ー４５７から均一な光を射出させて、下側ＬＥＤランプ４５２が３つの液晶シャッター窓
４１４ａ～４１４ｃやリールテープ等に点光源として映り込むことなく、液晶シャッター
部４２０を後下方から均一に照明することができる。
【００９５】
　このように、液晶シャッター部４２０は、シャッター照明部４３０の上側照明部４４０
および下側照明部４５０によって後方から照明されるため、遮蔽状態において、液晶パネ
ル４１１における３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃと重なる部分で表示される
画像を、液晶パネル４１１における他の部分で表示される画像と同じ明るさで表示させる
ことができる。そのため、液晶パネル４１１における３つの液晶シャッター窓４１４ａ～
４１４ｃと重なる部分と他の部分との境界で、画像の見え方にずれが生じるのを抑えるこ
とができる。また、液晶シャッター部４２０における９つの区画部４２１ａ～４２３ａ，
４２１ｂ～４２３ｂ，４２１ｃ～４２３ｃのうち、少なくとも一つが透過状態のときには
、上側照明部４４０および下側照明部４５０によって遮られることなく、３つの液晶シャ
ッター窓４１４ａ～４１４ｃのいずれかを通じて３つのサブリール２０２ａ～２０２ｃの
９つの図柄のうち少なくとも一つを視認することができる。
【００９６】
　なお、液晶シャッター部４２０の後方に配置される３つのサブリール２０２ａ～２０２
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ｃにおいて、リールテープの図柄以外の部分およびホイール部材には、シャッター照明部
４３０からの光を液晶シャッター部４２０に向けて反射させやすい白色が着色されている
。また、サブリールブラケット２３１およびリールモジュール収容部２４１には、シャッ
ター照明部４３０からの光を液晶シャッター部４２０に向けて反射させやすい白色が着色
されている。このように、サブリールユニット２００の前面側に配置される各部品を、同
じ白色に統一することで、液晶シャッター部４２０が遮蔽状態のときに、液晶パネル４１
１における３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃと重なる部分で表示される画像を
、明暗のムラなく表示させることができる。
【００９７】
　［サイドランプの構成］
　次に、本実施形態に係る左右のサイドランプ５００，５５０について図２６～図３０を
参照して説明する。なお、左右のサイドランプ５００，５５０は、互いに左右対称（面対
称）で同様の構成であるため、右サイドランプ５５０の詳細な説明を省略し、左サイドラ
ンプ５００について詳細な説明を行う。左サイドランプ５００は、図２６～図２８に示す
ように、３つのサイドランプ基板５０１，５０４，５０７と、３つの装飾部材５１１，５
１４，５１７と、第１～第１１サイド反射部材５２１ａ～５２１ｋと、サイドランプハウ
ス５３１と、２つのランプカバー５４１，５４７と、カバー型装飾部材５４４とを有して
構成される。
【００９８】
　下部サイドランプ基板５０１は、上下方向に延びる細長い板状に形成され、３つのサイ
ドランプ基板５０１，５０４，５０７のうち下側に並んで配置される。下部サイドランプ
基板５０１は、サイドランプハウス５３１の下部に収容保持される。下部サイドランプ基
板５０１の実装面には、第１～第５サイドＬＥＤランプ５０２ａ～５０２ｅが上下方向に
３つずつ並んで配設される。第１～第５サイドＬＥＤランプ５０２ａ～５０２ｅは、下部
サイドランプ基板５０１の上側においてこの順に下から上へ並んで配置される。
【００９９】
　中部サイドランプ基板５０４は、上下方向に延びる細長い板状に形成され、３つのサイ
ドランプ基板５０１，５０４，５０７のうち中央に並んで配置される。中部サイドランプ
基板５０４は、サイドランプハウス５３１の中部に収容保持される。中部サイドランプ基
板５０４の実装面には、第６サイドＬＥＤランプ５０５ｆが３つ配設される。
【０１００】
　上部サイドランプ基板５０７は、上下方向に延びる細長い板状に形成され、３つのサイ
ドランプ基板５０１，５０４，５０７のうち上側に並んで配置される。上部サイドランプ
基板５０７は、サイドランプハウス５３１の上部に収容保持される。上部サイドランプ基
板５０７の実装面には、第７～第９サイドＬＥＤランプ５０８ｇ～５０８ｉおよび電飾用
ＬＥＤランプ５０９が上下方向に３つずつ並んで配設される。電飾用ＬＥＤランプ５０９
は、上部サイドランプ基板５０７の下側に配置される。第７～第９サイドＬＥＤランプ５
０８ｇ～５０８ｉは、上部サイドランプ基板５０７の上側においてこの順に下から上へ並
んで配置される。
【０１０１】
　第１～第１１サイド反射部材５２１ａ～５２１ｋは、この順に下から上へ並んで配置さ
れる。第１～第１１サイド反射部材５２１ａ～５２１ｋは、後面側が３つのサイドランプ
基板５０１，５０４，５０７の実装面と対向するように並んで、サイドランプハウス５３
１の内側縁部に取り付けられるようになっている。
【０１０２】
　第１サイド反射部材５２１ａは、後面側が下部サイドランプ基板５０１の実装面と対向
してサイドランプハウス５３１の下端部に取り付けられる。第１サイド反射部材５２１ａ
の上方に近接して隣り合う第２サイド反射部材５２１ｂとの間には、３つの第１サイドＬ
ＥＤランプ５０２ａが配置されるようになっている。第１サイド反射部材５２１ａは、表
面に銀色メッキ処理を施すことが可能な樹脂材料を用いて、上端部が第１サイドＬＥＤラ
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ンプ５０２ａを跨いで第２サイド反射部材５２１ｂの前方側に重なるように湾曲して形成
される。表面に銀色メッキ処理が施された第１サイド反射部材５２１ａの上部後面側には
、第１サイドＬＥＤランプ５０２ａと対向して光を反射可能な後側反射面５２２ａが形成
される。第１サイド反射部材５２１ａの下部前面側には、装飾部材取付部５２９ａが形成
されており、この装飾部材取付部５２９ａに下部装飾部材５１１が取り付けられるように
なっている。なお、表面に銀色メッキ処理が施された第１サイド反射部材５２１ａの上部
前面側には、光を反射可能な前側反射面（図示せず）が形成されるが、装飾的に用いられ
る。
【０１０３】
　第２サイド反射部材５２１ｂは、後面側が下部サイドランプ基板５０１の実装面と対向
してサイドランプハウス５３１の下部に取り付けられる。第２サイド反射部材５２１ｂの
上方に近接して隣り合う第３サイド反射部材５２１ｃとの間には、３つの第２サイドＬＥ
Ｄランプ５０２ｂが配置されるようになっている。第２サイド反射部材５２１ｂは、表面
に銀色メッキ処理を施すことが可能な樹脂材料を用いて、上端部が第２サイドＬＥＤラン
プ５０２ｂを跨いで第３サイド反射部材５２１ｃの前方側に重なるように湾曲して形成さ
れる。表面に銀色メッキ処理が施された第２サイド反射部材５２１ｂの上部後面側には、
第２サイドＬＥＤランプ５０２ｂと対向して光を反射可能な後側反射面５２２ｂが形成さ
れる。表面に銀色メッキ処理が施された第２サイド反射部材５２１ｂの下部前面側には、
第１サイド反射部材５２１ａの後側反射面５２２ａで反射した光を反射可能な前側反射面
５２３ｂが形成される。これにより、第１サイドＬＥＤランプ５０２ａから発光した光は
、第１サイド反射部材５２１ａの後側反射面５２２ａと、第２サイド反射部材５２１ｂの
前側反射面５２３ｂとに少なくとも一回以上反射して、下部ランプカバー５４１を透過す
るようになっている。
【０１０４】
　また、図２９に示すように、第２サイド反射部材５２１ｂの左右側部には、サイドラン
プハウス５３１の反射部材係止爪５３３が係止可能な係止穴部５２４が形成される。第２
サイド反射部材５２１ｂの左右後部には、サイドランプハウス５３１の係合突起５３２が
係止可能な係合穴部５２５が形成される。第２サイド反射部材５２１ｂの上部における後
側反射面５２２ｂの基端部近傍には、上側に突出する上突起部５２６ｕが２つ形成される
。第２サイド反射部材５２１ｂの下端部には、左右内側に突出する下突起部５２６ｗが２
つ形成される。第２サイド反射部材５２１ｂの上突起部５２６ｕには、第３サイド反射部
材５２１ｃの下突起部（図示せず）が当接するようになっている。なお、第２サイド反射
部材５２１ｂの下突起部５２６ｗは、設けなくてもよい。
【０１０５】
　第３サイド反射部材５２１ｃは、後面側が下部サイドランプ基板５０１の実装面と対向
してサイドランプハウス５３１の下部に取り付けられる。第３サイド反射部材５２１ｃの
上方に近接して隣り合う第４サイド反射部材５２１ｄとの間には、３つの第３サイドＬＥ
Ｄランプ５０２ｃが配置されるようになっている。第３サイド反射部材５２１ｃは、第２
サイド反射部材５２１ｂと同様に、表面に銀色メッキ処理を施すことが可能な樹脂材料を
用いて、上端部が第３サイドＬＥＤランプ５０２ｃを跨いで第４サイド反射部材５２１ｄ
の前方側に重なるように湾曲して形成される。表面に銀色メッキ処理が施された第３サイ
ド反射部材５２１ｃの上部後面側には、第３サイドＬＥＤランプ５０２ｃと対向して光を
反射可能な後側反射面５２２ｃが形成される。表面に銀色メッキ処理が施された第３サイ
ド反射部材５２１ｃの下部前面側には、第２サイド反射部材５２１ｂの後側反射面５２２
ｂで反射した光を反射可能な前側反射面５２３ｃが形成される。これにより、第２サイド
ＬＥＤランプ５０２ｂから発光した光は、第２サイド反射部材５２１ｂの後側反射面５２
２ｂと、第３サイド反射部材５２１ｃの前側反射面５２３ｃとに少なくとも一回以上反射
して、下部ランプカバー５４１を透過するようになっている。
【０１０６】
　また、第３サイド反射部材５２１ｃの左右側部には、第２サイド反射部材５２１ｂと同
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様の係止穴部（図示せず）が形成される。第３サイド反射部材５２１ｃの左右後部には、
第２サイド反射部材５２１ｂと同様の係合穴部（図示せず）が形成される。第３サイド反
射部材５２１ｃの上部における後側反射面５２２ｃの基端部近傍には、第２サイド反射部
材５２１ｂと同様の上突起部（図示せず）が形成される。第３サイド反射部材５２１ｃの
下端部には、第２サイド反射部材５２１ｂと同様の下突起部（図示せず）が形成される。
第３サイド反射部材５２１ｃの上突起部（図示せず）には、第４サイド反射部材５２１ｄ
の下突起部（図示せず）が当接するようになっている。一方、第３サイド反射部材５２１
ｃの下突起部（図示せず）には、第２サイド反射部材５２１ｂの上突起部５２６ｕが当接
するようになっている。
【０１０７】
　第４サイド反射部材５２１ｄは、後面側が下部サイドランプ基板５０１の実装面と対向
してサイドランプハウス５３１の下部に取り付けられる。第４サイド反射部材５２１ｄの
上方に近接して隣り合う第５サイド反射部材５２１ｅとの間には、３つの第４サイドＬＥ
Ｄランプ５０２ｄが配置されるようになっている。第４サイド反射部材５２１ｄは、第２
サイド反射部材５２１ｂと同様に、表面に銀色メッキ処理を施すことが可能な樹脂材料を
用いて、上端部が第４サイドＬＥＤランプ５０２ｄを跨いで第５サイド反射部材５２１ｅ
の前方側に重なるように湾曲して形成される。表面に銀色メッキ処理が施された第４サイ
ド反射部材５２１ｄの上部後面側には、第４サイドＬＥＤランプ５０２ｄと対向して光を
反射可能な後側反射面５２２ｄが形成される。表面に銀色メッキ処理が施された第４サイ
ド反射部材５２１ｄの下部前面側には、第３サイド反射部材５２１ｃの後側反射面５２２
ｃで反射した光を反射可能な前側反射面５２３ｄが形成される。これにより、第３サイド
ＬＥＤランプ５０２ｃから発光した光は、第３サイド反射部材５２１ｃの後側反射面５２
２ｃと、第４サイド反射部材５２１ｄの前側反射面５２３ｄとに少なくとも一回以上反射
して、下部ランプカバー５４１を透過するようになっている。
【０１０８】
　また、第４サイド反射部材５２１ｄの左右側部には、第２サイド反射部材５２１ｂと同
様の係止穴部（図示せず）が形成される。第４サイド反射部材５２１ｄの左右後部には、
第２サイド反射部材５２１ｂと同様の係合穴部（図示せず）が形成される。第４サイド反
射部材５２１ｄの上部における後側反射面５２２ｄの基端部近傍には、第２サイド反射部
材５２１ｂと同様の上突起部（図示せず）が形成される。第４サイド反射部材５２１ｄの
下端部には、第２サイド反射部材５２１ｂと同様の下突起部（図示せず）が形成される。
第４サイド反射部材５２１ｄの上突起部（図示せず）には、第５サイド反射部材５２１ｅ
の下突起部５２６（図示せず）が当接するようになっている。一方、第４サイド反射部材
５２１ｄの下突起部（図示せず）には、第３サイド反射部材５２１ｃの上突起部（図示せ
ず）が当接するようになっている。
【０１０９】
　第５サイド反射部材５２１ｅは、後面側が下部サイドランプ基板５０１の実装面と対向
してサイドランプハウス５３１の下部に取り付けられる。第５サイド反射部材５２１ｅの
上方に近接して隣り合う第６サイド反射部材５２１ｆとの間には、３つの第５サイドＬＥ
Ｄランプ５０２ｅが配置されるようになっている。第５サイド反射部材５２１ｅは、表面
に銀色メッキ処理を施すことが可能な樹脂材料を用いて、上端部が第５サイドＬＥＤラン
プ５０５ｅを跨いで第６サイド反射部材５２１ｆの前方側に重なるように湾曲して形成さ
れる。表面に銀色メッキ処理が施された第５サイド反射部材５２１ｅの上部後面側には、
第５サイドＬＥＤランプ５０２ｅと対向して光を反射可能な後側反射面５２２ｅが形成さ
れる。表面に銀色メッキ処理が施された第５サイド反射部材５２１ｅの下部前面側には、
第４サイド反射部材５２１ｄの後側反射面５２２ｄで反射した光を反射可能な前側反射面
５２３ｅが形成される。これにより、第４サイドＬＥＤランプ５０２ｄから発光した光は
、第４サイド反射部材５２１ｄの後側反射面５２２ｄと、第５サイド反射部材５２１ｅの
前側反射面５２３ｅとに少なくとも一回以上反射して、下部ランプカバー５４１を透過す
るようになっている。
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【０１１０】
　また、第５サイド反射部材５２１ｅの左右側部には、第２サイド反射部材５２１ｂと同
様の係止穴部（図示せず）が形成される。第５サイド反射部材５２１ｅの左右後部には、
第２サイド反射部材５２１ｂと同様の係合穴部（図示せず）が形成される。第５サイド反
射部材５２１ｅの上部における後側反射面５２２ｅの基端部近傍には、第２サイド反射部
材５２１ｂと同様の上突起部（図示せず）が形成される。第５サイド反射部材５２１ｅの
下端部には、第２サイド反射部材５２１ｂと同様の下突起部（図示せず）が形成される。
第５サイド反射部材５２１ｅの上突起部（図示せず）には、第６サイド反射部材５２１ｆ
の下突起部５２６ｗが当接するようになっている。一方、第５サイド反射部材５２１ｅの
下突起部（図示せず）には、第４サイド反射部材５２１ｄの上突起部（図示せず）が当接
するようになっている。
【０１１１】
　第６サイド反射部材５２１ｆは、後面側が中部サイドランプ基板５０４の実装面と対向
してサイドランプハウス５３１の中部に取り付けられる。第６サイド反射部材５２１ｆの
上方に近接して隣り合う第７サイド反射部材５２１ｇとの間には、３つの第６サイドＬＥ
Ｄランプ５０５ｆが配置されるようになっている。第６サイド反射部材５２１ｆは、表面
に銀色メッキ処理を施すことが可能な樹脂材料を用いて、上端部が第６サイドＬＥＤラン
プ５０５ｆを跨いで第７サイド反射部材５２１ｇの前方側に重なるように湾曲して形成さ
れる。表面に銀色メッキ処理が施された第６サイド反射部材５２１ｆの上部後面側には、
第６サイドＬＥＤランプ５０５ｆと対向して光を反射可能な後側反射面５２２ｆが形成さ
れる。表面に銀色メッキ処理が施された第６サイド反射部材５２１ｆの下部前面側には、
第５サイド反射部材５２１ｅの後側反射面５２２ｅで反射した光を反射可能な前側反射面
５２３ｆが形成される。これにより、第５サイドＬＥＤランプ５０２ｅから発光した光は
、第５サイド反射部材５２１ｅの後側反射面５２２ｅと、第６サイド反射部材５２１ｇの
前側反射面５２３ｆとに少なくとも一回以上反射して、下部ランプカバー５４１を透過す
るようになっている。
【０１１２】
　また、図３０に示すように、第６サイド反射部材５２１ｆの左右側部には、第２サイド
反射部材５２１ｂと同様の係止穴部５２４が形成される。第６サイド反射部材５２１ｆの
左右後部には、第２サイド反射部材５２１ｂと同様の係合穴部（図示せず）が形成される
。第６サイド反射部材５２１ｆの下端部には、第２サイド反射部材５２１ｂと同様の下突
起部５２６ｗが形成される。第６サイド反射部材５２１ｆの下突起部５２６ｗには、第５
サイド反射部材５２１ｅの上突起部（図示せず）が当接するようになっている。第６サイ
ド反射部材５２１ｆの中央部には、左サイドランプ５００の斜め上前方から、第５サイド
反射部材５２１ｅと第６サイド反射部材５２１ｆとの間隙を通じて第５サイドＬＥＤラン
プ５０２ｅが視認されるのを防ぐ突起状のランプ隠し部５２７ｆが形成されている。
【０１１３】
　第７サイド反射部材５２１ｇは、後面側が中部サイドランプ基板５０４の実装面と対向
してサイドランプハウス５３１の中部に取り付けられる。第７サイド反射部材５２１ｇの
上方には、中部装飾部材５１４が配置される。第７サイド反射部材５２１ｇは、表面に銀
色メッキ処理を施すことが可能な樹脂材料を用いて、第２サイド反射部材５２１ｂと同様
に形成される。表面に銀色メッキ処理が施された第７サイド反射部材５２１ｇの下部前面
側には、第６サイド反射部材５２１ｆの後側反射面５２２ｆで反射した光を反射可能な前
側反射面５２３ｇが形成される。これにより、第６サイドＬＥＤランプ５０５ｆから発光
した光は、第６サイド反射部材５２１ｆの後側反射面５２２ｆと、第７サイド反射部材５
２１ｇの前側反射面５２３ｇとに少なくとも一回以上反射して、下部ランプカバー５４１
を透過するようになっている。表面に銀色メッキ処理が施された第６サイド反射部材５２
１ｆの上部後面側には、光を反射可能な後側反射面（図示せず）が形成される。なお、第
６サイド反射部材５２１ｆの後側反射面（図示せず）は、設けなくてもよい。
【０１１４】
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　また、第７サイド反射部材５２１ｇの左右側部には、第２サイド反射部材５２１ｂと同
様の係止穴部（図示せず）が形成される。第７サイド反射部材５２１ｇの左右後部には、
第２サイド反射部材５２１ｂと同様の係合穴部（図示せず）が形成される。
【０１１５】
　第８サイド反射部材５２１ｈは、後面側が上部サイドランプ基板５０７の実装面と対向
してサイドランプハウス５３１の上部に取り付けられる。第８サイド反射部材５２１ｈの
上方に近接して隣り合う第９サイド反射部材５２１ｉとの間には、３つの第７サイドＬＥ
Ｄランプ５０８ｇが配置されるようになっている。第８サイド反射部材５２１ｈは、透光
性を有する有色半透明の樹脂材料を用いて、上端部が第７サイドＬＥＤランプ５０８ｇを
跨いで第９サイド反射部材５２１ｉの前方側に重なるように湾曲して形成される。第８サ
イド反射部材５２１ｈの上部後面側には、第７サイドＬＥＤランプ５０８ｇと対向して光
を反射可能な後側反射面５２２ｈが形成される。第８サイド反射部材５２１ｈの下部前面
側には、装飾部材取付部５２８ｈが形成されており、この装飾部材取付部５２８ｈにカバ
ー型装飾部材５４４が取り付けられるようになっている。また、第８サイド反射部材５２
１ｈの左右後部には、第２サイド反射部材５２１ｂと同様の係合穴部（図示せず）が形成
される。
【０１１６】
　第９サイド反射部材５２１ｉは、後面側が上部サイドランプ基板５０７の実装面と対向
してサイドランプハウス５３１の上部に取り付けられる。第９サイド反射部材５２１ｉの
上方に近接して隣り合う第１０サイド反射部材５２１ｊとの間には、３つの第８サイドＬ
ＥＤランプ５０８ｈが配置されるようになっている。第９サイド反射部材５２１ｉは、第
２サイド反射部材５２１ｂと同様に、表面に銀色メッキ処理を施すことが可能な樹脂材料
を用いて、上端部が第８サイドＬＥＤランプ５０８ｈを跨いで第１０サイド反射部材５２
１ｊの前方側に重なるように湾曲して形成される。表面に銀色メッキ処理が施された第９
サイド反射部材５２１ｉの上部後面側には、第８サイドＬＥＤランプ５０８ｈと対向して
光を反射可能な後側反射面５２２ｉが形成される。表面に銀色メッキ処理が施された第９
サイド反射部材５２１ｉの下部前面側には、第８サイド反射部材５２１ｈの後側反射面５
２２ｈで反射した光を反射可能な前側反射面５２３ｉが形成される。これにより、第７サ
イドＬＥＤランプ５０８ｇから発光した光は、第８サイド反射部材５２１ｈの後側反射面
５２２ｈと、第９サイド反射部材５２１ｉの前側反射面５２３ｉとに少なくとも一回以上
反射して、上部ランプカバー５４７を透過するようになっている。また、第９サイド反射
部材５２１ｉの左右後部には、第２サイド反射部材５２１ｂと同様の係合穴部（図示せず
）が形成される。
【０１１７】
　第１０サイド反射部材５２１ｊは、後面側が上部サイドランプ基板５０７の実装面と対
向してサイドランプハウス５３１の上部に取り付けられる。第１０サイド反射部材５２１
ｊの上方に近接して隣り合う第１１サイド反射部材５２１ｋとの間には、３つの第９サイ
ドＬＥＤランプ５０８ｉが配置されるようになっている。第１０サイド反射部材５２１ｊ
は、第２サイド反射部材５２１ｂと同様に、表面に銀色メッキ処理を施すことが可能な樹
脂材料を用いて、上端部が第９サイドＬＥＤランプ５０８ｉを跨いで第１１サイド反射部
材５２１ｋの前方側に重なるように湾曲して形成される。表面に銀色メッキ処理が施され
た第１０サイド反射部材５２１ｊの上部後面側には、第９サイドＬＥＤランプ５０８ｉと
対向して光を反射可能な後側反射面５２２ｊが形成される。表面に銀色メッキ処理が施さ
れた第１０サイド反射部材５２１ｊの下部前面側には、第９サイド反射部材５２１ｉの後
側反射面５２２ｉで反射した光を反射可能な前側反射面５２３ｊが形成される。これによ
り、第８サイドＬＥＤランプ５０８ｈから発光した光は、第９サイド反射部材５２１ｉの
後側反射面５２２ｉと、第１０サイド反射部材５２１ｊの前側反射面５２３ｊとに少なく
とも一回以上反射して、上部ランプカバー５４７を透過するようになっている。また、第
１０サイド反射部材５２１ｊの左右後部には、第２サイド反射部材５２１ｂと同様の係合
穴部（図示せず）が形成される。
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【０１１８】
　第１１サイド反射部材５２１ｋは、後面側が上部サイドランプ基板５０７の実装面と対
向してサイドランプハウス５３１の上端部に取り付けられる。第１１サイド反射部材５２
１ｋは、表面に銀色メッキ処理を施すことが可能な樹脂材料を用いて、第１０サイド反射
部材５２１ｊと同様に形成される。表面に銀色メッキ処理が施された第１１サイド反射部
材５２１ｋの下部前面側には、第１０サイド反射部材５２１ｊの後側反射面５２２ｊで反
射した光を反射可能な前側反射面５２３ｋが形成される。これにより、第９サイドＬＥＤ
ランプ５０８ｉから発光した光は、第１０サイド反射部材５２１ｊの後側反射面５２２ｊ
と、第１１サイド反射部材５２１ｋの前側反射面５２３ｋとに少なくとも一回以上反射し
て、上部ランプカバー５４７を透過するようになっている。
【０１１９】
　第１１サイド反射部材５２１ｋの上部には、装飾部材取付部５２９ｋが形成されており
、この装飾部材取付部５２９ｋに上部装飾部材５１７が取り付けられるようになっている
。また、第１１サイド反射部材５２１ｋの左右後部には、第２サイド反射部材５２１ｂと
同様の係合穴部（図示せず）が形成される。
【０１２０】
　下部装飾部材５１１は、樹脂材料を用いて表面に銀色メッキ処理が施されて形成され、
第１サイド反射部材５２１ａの装飾部材取付部５２９ａに取り付けられる。また、下部装
飾部材５１１の上部に、下部ランプカバー５４１の下縁部が当接するようになっている。
【０１２１】
　中部装飾部材５１４は、透明の樹脂材料を用いて形成され、導光部材としてサイドラン
プハウス５３１の内側縁部における第７サイド反射部材５２１ｇと第８サイド反射部材５
２１ｈとの間に並んで取り付けられる。中部装飾部材５１４の後方に、上部サイドランプ
基板５０７の電飾用ＬＥＤランプ５０９が配置され、電飾用ＬＥＤランプ５０９から発光
した光が中部装飾部材５１４を透過して、中部装飾部材５１４が発光するようになってい
る。また、中部装飾部材５１４の下部前側に、下部ランプカバー５４１の上縁部が当接す
るようになっている。また、中部装飾部材５１４の上部前側に、カバー型装飾部材５４４
の下部が繋がるようになっている。
【０１２２】
　カバー型装飾部材５４４は、黒色不透明の樹脂材料を用いて、上下方向に延びるカバー
状に形成される。カバー型装飾部材５４４は、サイドランプハウス５３１の内側に取り付
けられた第８サイド反射部材５２１ｈの前方を覆って、第８サイド反射部材５２１ｈの装
飾部材取付部５２８ｈに取り付けられる。また、カバー型装飾部材５４４の上縁部に、上
部ランプカバー５４７の下縁部が当接するようになっている。
【０１２３】
　上部装飾部材５１７は、樹脂材料を用いて形成され、第１１サイド反射部材５２１ｋの
装飾部材取付部５２９ｋに取り付けられる。上部装飾部材５１７は、第１１サイド反射部
材５２１ｋとともにサイドランプハウス５３１の内側縁部の上端に取り付けられる。また
、上部装飾部材５１７の下部前側に、上部ランプカバー５４７の上縁部が当接するように
なっている。
【０１２４】
　サイドランプハウス５３１は、樹脂材料を用いて、上下方向に長く延びて前方が開口し
た箱状に形成される。サイドランプハウス５３１の内側には、各サイドランプ基板５０１
，５０４，５０７の実装面が前方を向くように、３つのサイドランプ基板５０１，５０４
，５０７がそれぞれ収容保持される。また、サイドランプハウス５３１の内側縁部には、
第１～第１１サイド反射部材５２１ａ～５２１ｋと、中部装飾部材５１４および上部装飾
部材５１７が取り付けられるようになっている。サイドランプハウス５３１の底部には、
第１～第１１サイド反射部材５２１ａ～５２１ｋの係合穴部５２５に係合可能な係合突起
５３２が複数形成されている。サイドランプハウス５３１の内側縁部には、第２～第７サ
イド反射部材５２１ｂ～５２１ｇの係止穴部５２４や、中部装飾部材５１４および上部装
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飾部材５１７の左右側部に形成された係止穴部（図示せず）に係止可能な反射部材係止爪
５３３が複数形成されている。サイドランプハウス５３１の左右側部には、下部ランプカ
バー５４１の係止穴部５４２や、上部ランプカバー５４７の係止穴部５４８に係止可能な
カバー係止爪５３４が複数形成されている。
【０１２５】
　下部ランプカバー５４１は、スモーク状の半透明の樹脂材料を用いて、上下方向に長く
延びて後方が開口した蓋状に形成される。下部ランプカバー５４１は、サイドランプハウ
ス５３１の内側に取り付けられた、下部サイドランプ基板５０１および中部サイドランプ
基板５０４と、第１～第７サイド反射部材５２１ａ～５２１ｇの前方を覆って、サイドラ
ンプハウス５３１の前部下側に結合される。
【０１２６】
　上部ランプカバー５４７は、スモーク状の半透明の樹脂材料を用いて、上下方向に長く
延びて後方が開口した蓋状に形成される。上部ランプカバー５４７は、サイドランプハウ
ス５３１の内側に取り付けられた、上部サイドランプ基板５０７と、第８サイド反射部材
５２１ｈの側方および第９～第１１サイド反射部材５２１ｉ～５２１ｋの前方を覆って、
サイドランプハウス５３１の前部上側に結合される。
【０１２７】
　以上のように構成される左サイドランプ５００において、第１サイドＬＥＤランプ５０
２ａから発光した光は、第１サイド反射部材５２１ａの後側反射面５２２ａと、第２サイ
ド反射部材５２１ｂの前側反射面５２３ｂとに反射して、下部ランプカバー５４１を透過
する。第２サイドＬＥＤランプ５０２ｂから発光した光は、第２サイド反射部材５２１ｂ
の後側反射面５２２ｂと、第３サイド反射部材５２１ｃの前側反射面５２３ｃとに反射し
て、下部ランプカバー５４１を透過する。第３サイドＬＥＤランプ５０２ｃから発光した
光は、第３サイド反射部材５２１ｃの後側反射面５２２ｃと、第４サイド反射部材５２１
ｄの前側反射面５２３ｄとに反射して、下部ランプカバー５４１を透過する。第４サイド
ＬＥＤランプ５０２ｄから発光した光は、第４サイド反射部材５２１ｄの後側反射面５２
２ｄと、第５サイド反射部材５２１ｅの前側反射面５２３ｅとに反射して、下部ランプカ
バー５４１を透過する。第５サイドＬＥＤランプ５０２ｅから発光した光は、第５サイド
反射部材５２１ｅの後側反射面５２２ｅと、第６サイド反射部材５２１ｆの前側反射面５
２３ｆとに反射して、下部ランプカバー５４１を透過する。第６サイドＬＥＤランプ５０
５ｆから発光した光は、第６サイド反射部材５２１ｆの後側反射面５２２ｆと、第７サイ
ド反射部材５２１ｇの前側反射面５２３ｇとに反射して、下部ランプカバー５４１を透過
する。
【０１２８】
　第７サイドＬＥＤランプ５０８ｇから発光した一部の光は、第８サイド反射部材５２１
ｈの後側反射面５２２ｈと、第９サイド反射部材５２１ｉの前側反射面５２３ｉとに反射
して、上部ランプカバー５４７を透過する。また、第７サイドＬＥＤランプ５０８ｇから
発光した他の光は、第８サイド反射部材５２１ｈを透過して、第８サイド反射部材５２１
ｈの側部が上部ランプカバー５４７を通して発光する。第８サイドＬＥＤランプ５０８ｈ
から発光した光は、第９サイド反射部材５２１ｉの後側反射面５２２ｉと、第１０サイド
反射部材５２１ｊの前側反射面５２３ｊとに反射して、上部ランプカバー５４７を透過す
る。第９サイドＬＥＤランプ５０８ｉから発光した光は、第１０サイド反射部材５２１ｊ
の後側反射面５２２ｊと、第１１サイド反射部材５２１ｋの前側反射面５２３ｋとに反射
して、上部ランプカバー５４７を透過する。
【０１２９】
　これにより、左右のサイドランプ５００，５５０は、第１～第１１サイド反射部材５２
１ａ～５２１ｋにおける複数の間隙部から、下部ランプカバー５４１または上部ランプカ
バー５４７を通して、第１～第１１サイド反射部材５２１ａ～５２１ｋの輪郭形状に沿っ
て明暗がぼやけて現れる柔らかい印象を与える光を発光することができる。そのため、間
接照明のように明部と暗部の境界がぼやける装飾性の高い光演出を行うことができ、スロ
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ットマシンＳＭの装飾性を高めることが可能になる。なお、第７サイドＬＥＤランプ５０
８ｇから発光した光の一部は、透光性を有する第８サイド反射部材５２１ｈを透過して、
第８サイド反射部材５２１ｈの側部が上部ランプカバー５４７を通して発光するようにな
っている。このようにして、左右のサイドランプ５００，５５０の一部において直接的な
照明を行うことで、光の変化に富んだ装飾性の高い光演出を行うことができ、スロットマ
シンＳＭの装飾性を高めることが可能になる。
【０１３０】
　［メインリール表示ユニットの構成］
　次に、本実施形態に係るメインリール表示ユニット６００について図３１～図３４を参
照して説明する。メインリール表示ユニット６００は、図３３に示すように、上部マスク
部材６１０と、窓枠部材６３０と、支持枠部材６４０と、窓カバー６５０と、内カバー６
５５（図３４を参照）と、上部エスカッション６６０とを有して構成される。上部マスク
部材６１０は、図３１および図３３に示すように、樹脂材料を用いて各部に開口部を有し
たブロック状に形成され、前面扉２０の前面枠２１の上部に取り付けられる。上部マスク
部材６１０の中央部下側には、窓枠部材６３０の形状に合わせて窓枠部材取付部６１１が
形成されており、窓枠部材取付部６１１の前面側に窓枠部材６３０が取り付けられるよう
になっている。また、窓枠部材取付部６１１の後面側には、支持枠部材６４０、窓カバー
６５０、内カバー６５５、および上部エスカッション６６０が取り付けられるようになっ
ている。
【０１３１】
　上部マスク部材６１０の左端部には、後述の左アップサイドランプ７００を構成する左
ランプハウス部６１３が形成される。上部マスク部材６１０の右端部には、後述の右アッ
プサイドランプ７５０を構成する右ランプハウス部６１５が形成される。上部マスク部材
６１０の中央部上側には、後述のセンターランプユニット８００を構成する中央ランプハ
ウス部６１７が形成される。
【０１３２】
　上部マスク部材６１０の左側には、スピーカーの形状に合わせて開口した左スピーカー
取付部６２０が形成され、左スピーカー取付部６２０の後面側に、左リアスピーカーカバ
ー６２２とともに左上部スピーカーユニット３６が取り付けられるようになっている。左
リアスピーカーカバー６２２は、樹脂材料を用いて有底筒状に形成され、左上部スピーカ
ーユニット３６の後側を覆って左スピーカー取付部６２０の後面側に取り付けられる。ま
た、左スピーカー取付部６２０の前面側は、窓枠部材６３０の左側に形成された左スピー
カーカバー部６３２に覆われるようになっている。
【０１３３】
　上部マスク部材６１０の右側には、スピーカーの形状に合わせて開口した右スピーカー
取付部６２１が形成され、右スピーカー取付部６２１の後面側に、右リアスピーカーカバ
ー６２３とともに右上部スピーカーユニット３７が取り付けられるようになっている。右
リアスピーカーカバー６２３は、樹脂材料を用いて有底筒状に形成され、右上部スピーカ
ーユニット３７の後側を覆って右スピーカー取付部６２１の後面側に取り付けられる。ま
た、右スピーカー取付部６２１の前面側は、窓枠部材６３０の右側に形成された右スピー
カーカバー部６３３に覆われるようになっている。
【０１３４】
　窓枠部材６３０は、樹脂材料を用いて、中央にリール表示窓６３１を有する枠状に形成
され、上部マスク部材６１０の窓枠部材取付部６１１に取り付けられる。リール表示窓６
３１は、３つのメインリール１０２ａ，１０２ｂ，１０２ｃについてそれぞれ、各リール
の回転軸の高さよりも上方にずらした位置で図柄を視認可能な大きさ、すなわち、各リー
ルの回転軸よりも上方において横一列に並ぶ３つの図柄を視認可能な大きさの長方形状に
形成される。このように、リール表示窓６３１を３つのメインリール１０２ａ，１０２ｂ
，１０２ｃの回転軸よりも上方に配置することで、リール表示窓６３１の下方に設けられ
た画像表示装置４００（画像表示部４１０）の表示領域を上方に広げることができる。
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【０１３５】
　窓枠部材６３０の左側には、左スピーカーカバー部６３２が形成されており、左上部ス
ピーカーユニット３６の前方を覆って上部マスク部材６１０の左スピーカー取付部６２０
に取り付けられるようになっている。窓枠部材６３０の右側には、右スピーカーカバー部
６３３が形成されており、右上部スピーカーユニット３７の前方を覆って上部マスク部材
６１０の右スピーカー取付部６２１に取り付けられるようになっている。
【０１３６】
　支持枠部材６４０は、メインリールユニット１００の前部形状に合わせた枠状に形成さ
れ、メインリールユニット１００が前方を向いて取り付けられるようになっている。支持
枠部材６４０の後部上側には、メインリールユニット１００の爪部１４６が係止可能な爪
係止部６４１が形成される。支持枠部材６４０の後部中央には、メインリールユニット１
００の傾斜面部１４５が当接可能な傾斜面当接部６４２が形成される。支持枠部材６４０
の後部下側には、メインリールユニット１００の突起部１４７が係合可能な突起係合部６
４３が形成される。支持枠部材６４０は、ネジ等の固定部材を用いて、上部マスク部材６
１０の窓枠部材取付部６１１の後面側に取り付け固定される。上部マスク部材６１０が前
面扉２０の前面枠２１に取り付けられた状態で、支持枠部材６４０の後面側（傾斜面当接
部６４２）は、前面扉２０の後面側の傾斜に合わせて略平行に、下後方を向くように傾斜
するようになっている。
【０１３７】
　窓カバー６５０は、透明の樹脂材料を用いて、リール表示窓６３１よりも若干大きい薄
板状に形成される。上部エスカッション６６０は、樹脂材料を用いて、窓カバー６５０の
外周形状に合わせた枠状に形成され、窓カバー６５０の外周部を保持して上部マスク部材
６１０の窓枠部材取付部６１１の後面側に取り付けられる。これにより、リール表示窓６
３１の後部が窓カバー６５０に塞がれた状態になる。内カバー６５５は、リール表示窓６
３１の形状に合わせた矩形筒状に形成され、ネジ等の固定部材を用いて、支持枠部材６４
０の枠内側に位置するように、上部マスク部材６１０の窓枠部材取付部６１１の後面側に
取り付け固定される。これにより、前方からリール表示窓６３１が視認されたときに、３
つのメインリール１０２ａ～１０２ｃの周辺部分が内カバー６５５に覆われて、３つのメ
インリール１０２ａ～１０２ｃの図柄のみを視認させることができる。
【０１３８】
　以上のように構成されるメインリール表示ユニット６００に、メインリールユニット１
００を取り付けるには、メインリールユニット１００の爪部１４６を支持枠部材６４０の
爪係止部６４１に係止させ、メインリールユニット１００を支持枠部材６４０の後面側に
引っ掛けて固定する。このとき、メインリールユニット１００の突起部１４７を支持枠部
材６４０の突起係合部６４３に係合させて、メインリールユニット１００の支持部１４４
に形成された傾斜面部１４５を支持枠部材６４０の傾斜面当接部６４２に当接させる。こ
れにより、メインリールユニット１００は、支持枠部材６４０の後面側に引っ掛けて固定
された状態で、上下方向への移動が規制される。そのため、メインリールユニット１００
が支持枠部材６４０から外れて転落するのを防止することができる。そして、ネジ等の固
定部材（図示せず）を用いて、メインリールユニット１００の前部上側（フランジ部１４
３の上側）を支持枠部材６４０に取り付け固定するとともに、メインリールユニット１０
０の前部下側（フランジ部１４３の下側）を液晶ケース４１５のリール取付ボス４１７に
取り付け固定する。
【０１３９】
　このようにして、メインリール表示ユニット６００を構成する支持枠部材６４０の後面
側に、メインリールユニット１００が前方を向いて取り付けられ、メインリールユニット
１００のリール開口部１５２ａおよび、窓枠部材６３０のリール表示窓６３１を通して、
３つのメインリール１０２ａ，１０２ｂ，１０２ｃに描かれている図柄を視認可能になる
。なおこのとき、メインリールユニット１００の傾斜面部１４５が支持枠部材６４０の傾
斜面当接部６４２に当接し、メインリールユニット１００が支持部１４４によって略水平
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に支持される。
【０１４０】
　［アップサイドランプの構成］
　次に、本実施形態に係る左右のアップサイドランプ７００，７５０について図３３およ
び図３５～図３６を参照して説明する。なお、左右のアップサイドランプ７００，７５０
は、互いに左右対称（面対称）で同様の構成であるため、右アップサイドランプ７５０の
詳細な説明を省略し、左アップサイドランプ７００について詳細な説明を行う。左アップ
サイドランプ７００は、図３３および図３５に示すように、上部マスク部材６１０に形成
された左ランプハウス部６１３と、左アップサイドランプ基板７０１と、第１～第５左ア
ップサイド反射部材７２１ａ～７２１ｅと、左ランプカバー７４１とを有して構成される
。
【０１４１】
　上部マスク部材６１０の左ランプハウス部６１３は、不図示のランプ穴（図示せず）を
有するハウジング状に形成される。左ランプハウス部６１３の後面側に、左アップサイド
ランプ基板７０１が取り付けられるとともに、左ランプハウス部６１３の前面側に、第１
～第５左アップサイド反射部材７２１ａ～７２１ｅと、左ランプカバー７４１が取り付け
られるようになっている。
【０１４２】
　左アップサイドランプ基板７０１は、図３３に示すように、逆Ｌ字形の細長い板状に形
成される。左アップサイドランプ基板７０１の実装面には、第１～第３アップサイドＬＥ
Ｄランプ７０２ａ～７０２ｃと、左側電飾用ＬＥＤランプ７０３と、右側電飾用ＬＥＤラ
ンプ７０４が配設される。第１～第３アップサイドＬＥＤランプ７０２ａ～７０２ｃは、
左アップサイドランプ基板７０１の上側においてこの順に左から右へ２つずつ並んで配置
される。左側電飾用ＬＥＤランプ７０３は、左アップサイドランプ基板７０１の左下側に
複数配置され、右側電飾用ＬＥＤランプ７０４は、左アップサイドランプ基板７０１の右
上側に複数配置される。左アップサイドランプ基板７０１は、実装面が前方を向くように
左ランプハウス部６１３の後面側に取り付け保持され、不図示のランプ穴（図示せず）を
通じて、第１～第３アップサイドＬＥＤランプ７０２ａ～７０２ｃ、左側電飾用ＬＥＤラ
ンプ７０３、および右側電飾用ＬＥＤランプ７０４が前方に露出するように構成される。
【０１４３】
　第１～第５左アップサイド反射部材７２１ａ～７２１ｅは、この順に左下方から右上方
へ並んで配置される。第１～第５左アップサイド反射部材７２１ａ～７２１ｅは、後面側
が左アップサイドランプ基板７０１の実装面と対向するように並んで、左ランプカバー７
４１とともに左ランプハウス部６１３の前面内側に取り付けられるようになっている。
【０１４４】
　図３６に示すように、第１左アップサイド反射部材７２１ａは、表面に銀色メッキ処理
を施すことが可能な樹脂材料を用いて形成され、後面側が左アップサイドランプ基板７０
１の実装面と対向して左ランプハウス部６１３の左下部に取り付けられる。第１左アップ
サイド反射部材７２１ａの後方に、左ランプハウス部６１３のランプ穴（図示せず）を通
じて左アップサイドランプ基板７０１の左側電飾用ＬＥＤランプ７０３が配置される。表
面に銀色メッキ処理が施された第１左アップサイド反射部材７２１ａの後面側には、左側
電飾用ＬＥＤランプ７０３と対向して光を反射させることが可能な後側反射面７２２ａが
形成される。これにより、左側電飾用ＬＥＤランプ７０３から発光した光は、後側反射面
７２２ａで上方に反射するようになっている。
【０１４５】
　第２左アップサイド反射部材７２１ｂは、後面側が左アップサイドランプ基板７０１の
実装面と対向して左ランプハウス部６１３の上部左側に取り付けられる。第２左アップサ
イド反射部材７２１ｂの右方に近接して隣り合う第３左アップサイド反射部材７２１ｃと
の間には、２つの第１アップサイドＬＥＤランプ７０２ａが配置されるようになっている
。第２左アップサイド反射部材７２１ｂは、表面に銀色メッキ処理を施すことが可能な樹
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脂材料を用いて、右端部が第１アップサイドＬＥＤランプ７０２ａを跨いで第３左アップ
サイド反射部材７２１ｃの前方側に重なるように湾曲して形成される。表面に銀色メッキ
処理が施された第２左アップサイド反射部材７２１ｂの右部後面側には、第１アップサイ
ドＬＥＤランプ７０２ａと対向して光を反射可能な後側反射面７２２ｂが形成される。第
２左アップサイド反射部材７２１ｂの左部前面側には、第１左アップサイド反射部材７２
１ａの後側反射面７２２ａで反射した光を反射可能な前側反射面７２３ｂが形成される。
また、第２左アップサイド反射部材７２１ｂには、左ランプカバー７４１の内側に形成さ
れた係止凹部（図示せず）に係止可能な係止爪部７２４ｂが形成される。また、第２左ア
ップサイド反射部材７２１ｂの下側には、第１左アップサイド反射部材７２１ａの後側反
射面７２２ａで反射した光を第２左アップサイド反射部材７２１ｂの後面側から前面側に
導く採光穴部７２５ｂが細長い円弧状に形成される。
【０１４６】
　第３左アップサイド反射部材７２１ｃは、後面側が左アップサイドランプ基板７０１の
実装面と対向して左ランプハウス部６１３の上部左側に取り付けられる。第３左アップサ
イド反射部材７２１ｃの右方に近接して隣り合う第４左アップサイド反射部材７２１ｄと
の間には、２つの第２アップサイドＬＥＤランプ７０２ｂが配置されるようになっている
。第３左アップサイド反射部材７２１ｃは、透光性を有する透明もしくは半透明の樹脂材
料を用いて、右端部が第２アップサイドＬＥＤランプ７０２ｂを跨いで第４左アップサイ
ド反射部材７２１ｄの前方側に重なるように湾曲して形成される。第３左アップサイド反
射部材７２１ｃの右部後面側には、第２アップサイドＬＥＤランプ７０２ｂと対向して光
を反射可能な後側反射面７２２ｃが形成される。第３左アップサイド反射部材７２１ｃの
左部前面側には、第２左アップサイド反射部材７２１ｂの後側反射面７２２ｂで反射した
光を反射可能な前側反射面７２３ｃが形成される。これにより、第１アップサイドＬＥＤ
ランプ７０２ａから発光した一部の光は、第２左アップサイド反射部材７２１ｂの後側反
射面７２２ｂと、第３左アップサイド反射部材７２１ｃの前側反射面７２３ｃとに少なく
とも一回以上反射して、左ランプカバー７４１を透過するようになっている。
【０１４７】
　第４左アップサイド反射部材７２１ｄは、後面側が左アップサイドランプ基板７０１の
実装面と対向して左ランプハウス部６１３の上部左側に取り付けられる。第４左アップサ
イド反射部材７２１ｄの右方に近接して隣り合う第５左アップサイド反射部材７２１ｅと
の間には、２つの第３アップサイドＬＥＤランプ７０２ｃが配置されるようになっている
。第４左アップサイド反射部材７２１ｄは、表面に銀色メッキ処理を施すことが可能な樹
脂材料を用いて、右端部が第３アップサイドＬＥＤランプ７０２ｃを跨いで第５左アップ
サイド反射部材７２１ｅの前方側に重なるように湾曲して形成される。表面に銀色メッキ
処理が施された第４左アップサイド反射部材７２１ｄの右部後面側には、第３アップサイ
ドＬＥＤランプ７０２ｃと対向して光を反射可能な後側反射面７２２ｄが形成される。表
面に銀色メッキ処理が施された第４左アップサイド反射部材７２１ｄの左部前面側には、
第３左アップサイド反射部材７２１ｃの後側反射面７２２ｃで反射した光および、第３左
アップサイド反射部材７２１ｃを透過して後方に射出された光を反射可能な前側反射面７
２３ｄが形成される。これにより、第２アップサイドＬＥＤランプ７０２ｂから発光した
一部の光は、第３左アップサイド反射部材７２１ｃの後側反射面７２２ｃと、第４左アッ
プサイド反射部材７２１ｄの前側反射面７２３ｄとに少なくとも一回以上反射して、左ラ
ンプカバー７４１を透過するようになっている。また、第２左アップサイド反射部材７２
１ｂの後側反射面７２２ｂで反射して第３左アップサイド反射部材７２１ｃを透過した光
が、第４左アップサイド反射部材７２１ｄの前側反射面７２３ｄで反射し、左ランプカバ
ー７４１を透過するようになっている。また、第４左アップサイド反射部材７２１ｄには
、左ランプカバー７４１の内側に形成された係止凹部（図示せず）に係止可能な係止爪部
７２４ｄが形成される。
【０１４８】
　第５左アップサイド反射部材７２１ｅは、後面側が左アップサイドランプ基板７０１の
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実装面と対向して左ランプハウス部６１３の上部中央に取り付けられる。第５左アップサ
イド反射部材７２１ｅは、透光性を有する透明もしくは半透明の樹脂材料を用いて、第３
左アップサイド反射部材７２１ｃと同様に形成される。第５左アップサイド反射部材７２
１ｅの左部前面側には、第４左アップサイド反射部材７２１ｄの後側反射面７２２ｄで反
射した光を反射可能な前側反射面７２３ｅが形成される。これにより、第３アップサイド
ＬＥＤランプ７０２ｃから発光した一部の光は、第４左アップサイド反射部材７２１ｄの
後側反射面７２２ｄと、第５左アップサイド反射部材７２１ｅの前側反射面７２３ｅとに
少なくとも一回以上反射して、左ランプカバー７４１を透過するようになっている。
【０１４９】
　また、第５左アップサイド反射部材７２１ｅの右部後面側には、右側電飾用ＬＥＤラン
プ７０４と対向して光を透過可能な後側採光面７２２ｅが形成される。これにより、右側
電飾用ＬＥＤランプ７０４から発光した光が第５左アップサイド反射部材７２１ｅおよび
左ランプカバー７４１を透過するようになっている。
【０１５０】
　左ランプカバー７４１は、図３５に示すように、スモーク状の半透明の樹脂材料を用い
て、逆Ｌ字形に延びて後方が開口した蓋状に形成される。左ランプカバー７４１は、第１
～第５左アップサイド反射部材７２１ａ～７２１ｅの前方を覆う状態で、第２左アップサ
イド反射部材７２１ｂおよび第４左アップサイド反射部材７２１ｄと結合され、第１～第
５左アップサイド反射部材７２１ａ～７２１ｅとともに左ランプハウス部６１３の前面側
に取り付けられる。
【０１５１】
　以上のように構成される左アップサイドランプ７００において、第１アップサイドＬＥ
Ｄランプ７０２ａから発光した一部の光は、第２左アップサイド反射部材７２１ｂの後側
反射面７２２ｂと、第３左アップサイド反射部材７２１ｃの前側反射面７２３ｃとに反射
して、左ランプカバー７４１を透過する。また、第１アップサイドＬＥＤランプ７０２ａ
から発光した他の光は、第２左アップサイド反射部材７２１ｂの後側反射面７２２ｂで反
射し、第３左アップサイド反射部材７２１ｃを透過し、第４左アップサイド反射部材７２
１ｄの前側反射面７２３ｄで反射して、左ランプカバー７４１を透過する。第２アップサ
イドＬＥＤランプ７０２ｂから発光した一部の光は、第３左アップサイド反射部材７２１
ｃの後側反射面７２２ｃと、第４左アップサイド反射部材７２１ｄの前側反射面７２３ｄ
とに反射して、左ランプカバー７４１を透過する。また、第２アップサイドＬＥＤランプ
７０２ｂから発光した他の光は、第３左アップサイド反射部材７２１ｃを透過して、左ラ
ンプカバー７４１を透過する。第３アップサイドＬＥＤランプ７０２ｃから発光した一部
の光は、第４左アップサイド反射部材７２１ｄの後側反射面７２２ｄと、第５左アップサ
イド反射部材７２１ｅの前側反射面７２３ｅとに反射して、左ランプカバー７４１を透過
する。
【０１５２】
　このようにして、左アップサイドランプ７００は、第２～第５左アップサイド反射部材
７２１ｂ～７２１ｅにおける複数の間隙部から、左ランプカバー７４１を通して、第２左
アップサイド反射部材７２１ｂおよび第４左アップサイド反射部材７２１ｄの輪郭形状に
沿って明暗がぼやけて現れる柔らかい印象を与える光を発光することができる。そのため
、間接照明のように明部と暗部の境界がぼやける装飾性の高い光演出を行うことができ、
スロットマシンＳＭの装飾性を高めることが可能になる。なお、前述したように、第２ア
ップサイドＬＥＤランプ７０２ｂから発光した他の光は、透光性を有する第３左アップサ
イド反射部材７２１ｃを透過して、第３左アップサイド反射部材７２１ｃが左ランプカバ
ー７４１を通して発光するようになっている。また、右側電飾用ＬＥＤランプ７０４から
発光した光は、透光性を有する第５左アップサイド反射部材７２１ｅを透過して、第５左
アップサイド反射部材７２１ｅが左ランプカバー７４１を通して発光するようになってい
る。このようにして、左アップサイドランプ７００の一部において直接的な照明を行うこ
とで、光の変化に富んだ装飾性の高い光演出を行うことができ、スロットマシンＳＭの装
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飾性を高めることが可能になる。なお、左側電飾用ＬＥＤランプ７０３から発光した光は
、第１左アップサイド反射部材７２１ａの後側反射面７２２ａで上方に反射し、第２左ア
ップサイド反射部材７２１ｂの採光穴部７２５ｂを通って前側反射面７２３ｂで前方に反
射し、左ランプカバー７４１を透過する。
【０１５３】
　なお、図３３に示すように、右アップサイドランプ７５０は、左アップサイドランプ７
００と同様に、上部マスク部材６１０に形成された右ランプハウス部６１５と、右アップ
サイドランプ基板７５１と、第１～第５右アップサイド反射部材７７１ａ～７７１ｅと、
右ランプカバー７９１とを有して構成される。上部マスク部材６１０の右ランプハウス部
６１５は、左右対称な形状である他は、左ランプハウス部６１３と同様の構成である。ま
た、右アップサイドランプ基板７５１、第１～第５右アップサイド反射部材７７１ａ～７
７１ｅ、および右ランプカバー７９１は、左右対称な形状である他は、左アップサイドラ
ンプ基板７０１、第１～第５左アップサイド反射部材７２１ａ～７２１ｅ、および左ラン
プカバー７４１と同様の構成である。そのため、右アップサイドランプ７５０についても
、上述した左アップサイドランプ７００と同様の効果を得ることができる。
【０１５４】
　［センターランプユニットの構成］
　次に、本実施形態に係るセンターランプユニット８００について図３３、図３５、およ
び図３７～図４７を参照して説明する。センターランプユニット８００は、図３３および
図３５に示すように、上部マスク部材６１０に形成された中央ランプハウス部６１７と、
センターランプ基板８０１と、センターランプ部８１０と、電飾部８６０とを有して構成
される。
【０１５５】
　上部マスク部材６１０の中央ランプハウス部６１７は、不図示のランプ穴（図示せず）
を有するハウジング状に形成される。中央ランプハウス部６１７の後面側に、センターラ
ンプ基板８０１が取り付けられるとともに、中央ランプハウス部６１７の前面側に、セン
ターランプ部８１０および電飾部８６０が取り付けられるようになっている。
【０１５６】
　センターランプ基板８０１は、図４３に示すように、左右方向に延びる板状に形成され
る。センターランプ基板８０１の実装面には、第１～第３センターＬＥＤランプ８０２ａ
～８０２ｃと、左右のセンター電飾用ＬＥＤランプ８０３ａ，８０３ｂが配設される。第
１～第３センターＬＥＤランプ８０２ａ～８０２ｃは、センターランプ基板８０１の上側
においてこの順に上から下へＶ字形の列に並んで配置される。左センター電飾用ＬＥＤラ
ンプ８０３ａは、センターランプ基板８０１の左下側に複数配置され、右センター電飾用
ＬＥＤランプ８０３ｂは、センターランプ基板８０１の右下側に複数配置される。センタ
ーランプ基板８０１は、図３９および図４４に示すように、実装面が前方を向くように中
央ランプハウス部６１７の後面側に取り付け保持され、不図示のランプ穴（図示せず）を
通じて、第１～第３センターＬＥＤランプ８０２ａ～８０２ｃと、左右のセンター電飾用
ＬＥＤランプ８０３ａ，８０３ｂが前方に露出するように構成される。
【０１５７】
　センターランプ部８１０は、図３５および図３９に示すように、第１～第４センター反
射部材８２１ａ～８２１ｄと、センターランプカバー８４１とを有して構成される。第１
～第４センター反射部材８２１ａ～８２１ｄは、この順に上から下へ並んで配置される。
第１～第４センター反射部材８２１ａ～８２１ｄは、後面側がセンターランプ基板８０１
の実装面と対向するように並んで、センターランプカバー８４１とともに中央ランプハウ
ス部６１７の前面内側に取り付けられるようになっている。
【０１５８】
　図３９および図４１～図４２に示すように、第１センター反射部材８２１ａは、第１～
第４センター反射部材８２１ａ～８２１ｄのうち一番上に配置されて、後面側がセンター
ランプ基板８０１の実装面と対向するようになっている。第１センター反射部材８２１ａ
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の下方に近接して隣り合う第２センター反射部材８２１ｂとの間には、第１センターＬＥ
Ｄランプ８０２ａが配置されるようになっている。第１センター反射部材８２１ａは、表
面に銀色メッキ処理を施すことが可能な樹脂材料を用いて、下端部が第１センターＬＥＤ
ランプ８０２ａを跨いで第２センター反射部材８２１ｂの前方側に重なるように湾曲して
形成される。第１センター反射部材８２１ａの下部後面側には、第１センターＬＥＤラン
プ８０２ａと対向して光を反射可能な後側反射面８２２ａが形成される。第１センター反
射部材８２１ａの上部には、センターランプカバー８４１の上部後側に形成された係止穴
部８４２に係止可能な係止爪部８２４ａが形成される。
【０１５９】
　第２センター反射部材８２１ｂは、ネジ等の結合部材（図示せず）により第１センター
反射部材８２１ａの下側に結合されて、後面側がセンターランプ基板８０１の実装面と対
向するようになっている。第２センター反射部材８２１ｂの下方に近接して隣り合う第３
センター反射部材８２１ｃとの間には、Ｖ字形に並ぶ５つの第２センターＬＥＤランプ８
０２ｂが配置されるようになっている。第２センター反射部材８２１ｂは、表面に銀色メ
ッキ処理を施すことが可能な樹脂材料を用いて、下端部が第２センターＬＥＤランプ８０
２ｂを跨いで第３センター反射部材８２１ｃの前方側に重なるように湾曲して形成される
。表面に銀色メッキ処理が施された第２左アップサイド反射部材７２１ｂの下部後面側に
は、第２センターＬＥＤランプ８０２ｂと対向して光を反射可能な後側反射面８２２ｂが
形成される。表面に銀色メッキ処理が施された第２センター反射部材８２１ｂの上部前面
側には、第１センター反射部材８２１ａの後側反射面８２２ａで反射した光を反射可能な
前側反射面８２３ｂが形成される。これにより、第１センターＬＥＤランプ８０２ａから
発光した光は、第１センター反射部材８２１ａの後側反射面８２２ａと、第２センター反
射部材８２１ｂの前側反射面８２３ｂとに少なくとも一回以上反射して、センターランプ
カバー８４１を透過するようになっている。
【０１６０】
　第３センター反射部材８２１ｃは、ネジ等の結合部材（図示せず）により、第２センタ
ー反射部材８２１ｂを挟むように第１センター反射部材８２１ａの下側に結合されて、後
面側がセンターランプ基板８０１の実装面と対向するようになっている。第３センター反
射部材８２１ｃの下方に近接して隣り合う第４センター反射部材８２１ｄとの間には、Ｖ
字形に並ぶ７つの第３センターＬＥＤランプ８０２ｃが配置されるようになっている。第
３センター反射部材８２１ｃは、表面に銀色メッキ処理を施すことが可能な樹脂材料を用
いて、下端部が第３センターＬＥＤランプ８０２ｃを跨いで第４センター反射部材８２１
ｄの前方側に重なるように湾曲して形成される。表面に銀色メッキ処理が施された第３セ
ンター反射部材８２１ｃの下部後面側には、第３センターＬＥＤランプ８０２ｃと対向し
て光を反射可能な後側反射面８２２ｃが形成される。表面に銀色メッキ処理が施された第
３センター反射部材８２１ｃの下部前面側には、第２センター反射部材８２１ｂの後側反
射面８２２ｂで反射した光を反射可能な前側反射面８２３ｃが形成される。これにより、
第２アップサイドＬＥＤランプ７０２ｂから発光した光は、第２センター反射部材８２１
ｂの後側反射面８２２ｂと、第３センター反射部材８２１ｃの前側反射面８２３ｃとに少
なくとも一回以上反射して、センターランプカバー８４１を透過するようになっている。
【０１６１】
　第３センター反射部材８２１ｃの後端部は、略鉛直上方に折れ曲がって形成されており
、第３センター反射部材８２１ｃの後端部中央には、５つの第２センターＬＥＤランプ８
０２ｂのうち中央の３つを前方に露出させる３つのランプ露出穴８２５ｃが形成されてい
る。このランプ露出穴８２５ｃには、図４０に示すようにセンターランプ部８１０の斜め
下前方から、第２センター反射部材８２１ｂと第３センター反射部材８２１ｃとの間隙を
通じて第２センターＬＥＤランプ８０２ｂが視認されるのを防ぐ突起状のランプ隠し部８
２６ｃが形成されている。
【０１６２】
　第４センター反射部材８２１ｄは、ネジ等の結合部材（図示せず）により第３センター
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反射部材８２１ｃの下側に結合されて、後面側がセンターランプ基板８０１の実装面と対
向するようになっている。第４センター反射部材８２１ｄは、表面に銀色メッキ処理を施
すことが可能な樹脂材料を用いて、第３センター反射部材８２１ｃと同様に形成される。
第４センター反射部材８２１ｄの上部前面側には、第３センター反射部材８２１ｃの後側
反射面８２２ｃで反射した光を反射可能な前側反射面８２３ｄが形成される。これにより
、第３センターＬＥＤランプ８０２ｃから発光した光は、第３センター反射部材８２１ｃ
の後側反射面８２２ｃと、第４センター反射部材８２１ｄの前側反射面８２３ｄとに少な
くとも一回以上反射して、センターランプカバー８４１を透過するようになっている。
【０１６３】
　第４センター反射部材８２１ｄの後端部上側には、図４０に示すようにセンターランプ
部８１０の斜め下前方から、第３センター反射部材８２１ｃと第４センター反射部材８２
１ｄとの間隙を通じて第３センターＬＥＤランプ８０２ｃが視認されるのを防ぐ突起状の
ランプ隠し部８２６ｄが複数形成されている。第４センター反射部材８２１ｄの後端部下
側は、略鉛直下方に板状に延びて形成される。板状に延びる第４センター反射部材８２１
ｄの後端部下側には、取付穴部８２７ｄが左右に２つ形成されており、この取付穴部８２
７ｄに、第１～第４センター反射部材８２１ａ～８２１ｄを中央ランプハウス部６１７の
前面側に取り付けるための取り付けネジ（図示せず）が挿通されるようになっている。ま
た、第４センター反射部材８２１ｄの後端部下側には、後方に突出する位置決めピン８２
８ｄが左右に２つ形成されている。
【０１６４】
　センターランプカバー８４１は、図３５および図３８に示すように、スモーク状の半透
明の樹脂材料を用いて、後方が開口した箱状に形成される。センターランプカバー８４１
は、第１～第４センター反射部材８２１ａ～８２１ｄの前方を覆う状態で、第１センター
反射部材８２１ａおよび第４センター反射部材８２１ｄと結合され、第１～第４センター
反射部材８２１ａ～８２１ｄとともに中央ランプハウス部６１７の前面側に取り付けられ
る。センターランプカバー８４１の上部後側は、左右２か所において後方へ突出する板状
に形成される。センターランプカバー８４１の上部後側における板状部分には、第１セン
ター反射部材８２１ａの係止爪部８２４ａが係止可能な係止穴部８４２が形成されている
。センターランプカバー８４１の下部には、取付穴部８４３が第４センター反射部材８２
１ｄの取付穴部８２７ｄと位置整合して左右に２つ形成されている。センターランプカバ
ー８４１の取付穴部８４３には、第４センター反射部材８２１ｄの取付穴部８２７ｄに挿
通された取り付けネジ（図示せず）が螺合されるようになっている。
【０１６５】
　電飾部８６０は、図３５および図４４に示すように、左導光部材８６１と、右導光部材
８６６と、センター装飾部材８７０とを有して構成され、センターランプ部８１０の下側
に重なって配置されるようになっている。電飾部８６０は、左導光部材８６１および右導
光部材８６６を発光させて、小役等に当選した旨を報知することができるようになってい
る。左導光部材８６１は、図４５に示すように、透明の樹脂材料を用いて、前後方向に延
びる板状に形成される。左導光部材８６１は、センター装飾部材８７０の左挿通穴８７１
に後方から挿通された状態で、センター装飾部材８７０の後方内側に収容されて取り付け
られるようになっている。左導光部材８６１の基端部（以下、左基端部８６２と称する）
は、左センター電飾用ＬＥＤランプ８０３ａと対向するようになっている。一方、左導光
部材８６１の先端部（以下、左先端部８６３と称する）は、センター装飾部材８７０の左
挿通穴８７１から僅かに前方に突出して外部露出するようになっている。これにより、左
センター電飾用ＬＥＤランプ８０３ａで発光した光が左基端部８６２に入射して左先端部
８６３から射出され、当該左先端部８６３が発光するようになっている。左導光部材８６
１の中間部には、左フランジ部８６４が形成されており、ネジ等の固定部材（図示せず）
により、左フランジ部８６４がセンター装飾部材８７０の後面側に取り付け固定されるよ
うになっている。
【０１６６】
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　右導光部材８６６は、透明の樹脂材料を用いて、前後方向に延びる板状に形成される。
なお、右導光部材８６６は、左導光部材８６１と左右対称に形成される。センター装飾部
材８７０の右挿通穴８７６に後方から挿通された状態で、センター装飾部材８７０の後方
内側に収容されて取り付けられるようになっている。図４４に示すように、右導光部材８
６６の基端部（以下、右基端部８６７と称する）は、右センター電飾用ＬＥＤランプ８０
３ｂと対向するようになっている。一方、右導光部材８６６の先端部（以下、右先端部８
６８と称する）は、センター装飾部材８７０の右挿通穴８７６から僅かに前方に突出して
外部露出するようになっている。これにより、右センター電飾用ＬＥＤランプ８０３ｂで
発光した光が右基端部８６７に入射して右先端部８６８から射出され、当該右先端部８６
８が発光するようになっている。右導光部材８６６の中間部には、右フランジ部８６９が
形成されており、ネジ等の固定部材（図示せず）により、右フランジ部８６９がセンター
装飾部材８７０の後面側に取り付け固定されるようになっている。
【０１６７】
　センター装飾部材８７０は、図３５および図３８に示すように、表面に銀色メッキ処理
を施すことが可能な樹脂材料を用いて、後方が開口した箱状に形成される。センター装飾
部材８７０は、左導光部材８６１および右導光部材８６６が後方内側に収容された状態で
、中央ランプハウス部６１７の前面側におけるセンターランプ部８１０の下側に重なって
取り付けられる。なお、図３１および図３７に示すように、表面に銀色メッキ処理が施さ
れたセンター装飾部材８７０の前部は、外部露出するようになっている。また、図３８に
示すように、センター装飾部材８７０の後面側には、後方に突出する位置決めピン８７９
が左右に２つ形成されている。
【０１６８】
　センター装飾部材８７０の左側には、図３７に示すように、左挿通穴８７１が前後に貫
通して形成されており、この左挿通穴８７１に左導光部材８６１が後方から挿通されて取
り付けられるようになっている。センター装飾部材８７０の前面左側には、左凹部８７２
が左挿通穴８７１の周囲を囲むように凹んで形成される。図４６に示すように、銀色メッ
キ処理により鏡面状に形成された左凹部８７２の表面の一部には、左センター電飾用ＬＥ
Ｄランプ８０３ａが発光すると左導光部材８６１の左先端部８６３と同様に発光している
ように視認される左側発光領域８７２ａ（図４６の二点鎖線の外側の領域）が、左凹部８
７２の上縁部表面に（左上壁部の下側に）沿って形成されるようになっている。また、左
凹部８７２の表面の下側部分には、左センター電飾用ＬＥＤランプ８０３ａが発光すると
左先端部８６３および左側発光領域８７２ａに囲まれる左側非発光領域８７２ｂ（図４６
の二点鎖線の内側の領域）が、所定の外周形状（例えば、動物の目を模した形状）を有し
て視認されるように形成される。
【０１６９】
　センター装飾部材８７０の右側には、図３７に示すように、右挿通穴８７６が前後に貫
通して形成されており、この右挿通穴８７６に右導光部材８６６が後方から挿通されて取
り付けられるようになっている。センター装飾部材８７０の前面右側には、右凹部８７７
が右挿通穴８７６の周囲を囲むように凹んで形成される。図４７に示すように、銀色メッ
キ処理により鏡面状に形成された右凹部８７７の表面の一部には、右センター電飾用ＬＥ
Ｄランプ８０３ｂが発光すると右導光部材８６６の右先端部８６８と同様に発光している
ように視認される右側発光領域８７７ａ（図４７の二点鎖線の外側の領域）が、右凹部８
７７の上縁部表面に（右上壁部８７８の下側に）沿って形成されるようになっている。ま
た、右凹部８７７の表面の下側部分には、右センター電飾用ＬＥＤランプ８０３ｂが発光
すると右先端部８６８および右側発光領域８７７ａに囲まれる右側非発光領域８７７ｂ（
図４７の二点鎖線の内側の領域）が、所定の外周形状（例えば、動物の目を模した形状）
を有して視認されるように形成される。なお、右挿通穴８７６および右凹部８７７は、左
挿通穴８７１および左凹部８７２と左右対称に形成される。
【０１７０】
　以上のように構成されるセンターランプ部８１０において、第１センターＬＥＤランプ



(38) JP 6295789 B2 2018.3.20

10

20

30

40

50

８０２ａから発光した光は、第１センター反射部材８２１ａの後側反射面８２２ａと、第
２センター反射部材８２１ｂの前側反射面８２３ｂとに反射して、センターランプカバー
８４１を透過する。第２アップサイドＬＥＤランプ７０２ｂから発光した光は、第２セン
ター反射部材８２１ｂの後側反射面８２２ｂと、第３センター反射部材８２１ｃの前側反
射面８２３ｃとに反射して、センターランプカバー８４１を透過する。第３センターＬＥ
Ｄランプ８０２ｃから発光した光は、第３センター反射部材８２１ｃの後側反射面８２２
ｃと、第４センター反射部材８２１ｄの前側反射面８２３ｄとに反射して、センターラン
プカバー８４１を透過する。
【０１７１】
　このようにして、センターランプ部８１０は、第１～第４センター反射部材８２１ａ～
８２１ｄにおける複数の間隙部から、センターランプカバー８４１を通して、第１～第４
センター反射部材８２１ａ～８２１ｄの輪郭形状に沿って明暗がぼやけて現れる柔らかい
印象を与える光を発光することができる。そのため、間接照明のように明部と暗部の境界
がぼやける装飾性の高い光演出を行うことができ、スロットマシンＳＭの装飾性を高める
ことが可能になる。
【０１７２】
　また、以上のように構成される電飾部８６０において、右センター電飾用ＬＥＤランプ
８０３ｂで発光した光は、右導光部材８６６の右基端部８６７に入射して右先端部８６８
から射出され、右導光部材８６６の右先端部８６８が発光する。このとき、右導光部材８
６６の右先端部８６８から射出された光の一部は、図４４に示すように、センター装飾部
材８７０の右凹部８７７の上方に形成された右上壁部８７８の下面に達して後方に反射し
、右凹部８７７の右側発光領域８７７ａにおいて前方に反射する。これにより、センター
装飾部材８７０の右凹部８７７における右側発光領域８７７ａは、右導光部材８６６の右
先端部８６８と同様に発光しているように視認される。またこのとき、センター装飾部材
８７０の右凹部８７７における右側非発光領域８７７ｂは、右先端部８６８および右側発
光領域８７７ａに囲まれて、所定の外周形状（例えば、動物の目を模した形状）を有して
視認される。
【０１７３】
　一方、左センター電飾用ＬＥＤランプ８０３ａで発光した光は、左導光部材８６１の左
基端部８６２に入射して左先端部８６３から射出され、左導光部材８６１の左先端部８６
３が発光する。このとき、左導光部材８６１の左先端部８６３から射出された光の一部は
、センター装飾部材８７０の左凹部８７２の上方に形成された左上壁部（図示せず）の下
面に達して後方に反射し、左凹部８７２の左側発光領域８７２ａにおいて前方に反射する
。これにより、センター装飾部材８７０の左凹部８７２における左側発光領域８７２ａは
、左導光部材８６１の左先端部８６３と同様に発光しているように視認される。またこの
とき、センター装飾部材８７０の左凹部８７２における左側非発光領域８７２ｂは、左先
端部８６３および左側発光領域８７２ａに囲まれて、所定の外周形状（例えば、動物の目
を模した形状）を有して視認される。
【０１７４】
　このようにして、電飾部８６０は、左先端部８６３および右先端部８６８の発光時と、
左先端部８６３および右先端部８６８の非発光時において、センター装飾部材８７０にお
ける左凹部８７２および右凹部８７７の見かけの形状を変化させることができる。そのた
め、電飾部８６０は、簡便な構成で変化に富んだ光演出を行うことができ、より多彩な演
出を行うことが可能になる。
【０１７５】
　［本実施形態における特徴構成］
　［メインリールユニットの第１の特徴構成］
　本実施形態において、メインリールケース１４１の後部に、第１～第３メインリール１
０２ａ～１０２ｃの外周形状に合わせた断面視円弧状に形成されてメインリールブラケッ
ト１３１に保持された第１～第３メインリール１０２ａ～１０２ｃの後側が収容される後
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側リール収容部１４９と、リール開口部１５２ａが上方を向くようにメインリールケース
１４１を支持して載置可能に構成された仮支持部１５０が設けられている。これにより、
リール開口部１５２ａが上方を向くようにメインリールケース１４１を載置しても、仮支
持部１５０によってメインリールケース１４１が安定して支持される。そのため、メイン
リールユニット１００の組み立て作業を行う際、メインリールケース１４１を載置する向
きを容易に変えることが可能になり、メインリールユニット１００を容易に組み立てるこ
とができる。また、仮支持部１５０は、後側リール収容部１４９の湾曲面に対して前方側
の四隅に配置されているため、仮支持部１５０が後側リール収容部１４９の後端部よりも
後方に過剰に突出することがなく、メインリールユニット１００を小さくすることができ
る。
【０１７６】
　また、メインリールケース１４１は、収容開口部１４２ａを通じて各メインリールブラ
ケット１３１が複数並んで収容される後ケース部１４２と、収容開口部１４２ａを塞いで
後ケース部１４２の前部に取り付けられる前ケース部１５２とを有し、前ケース部１５２
の上部を各メインリールブラケット１３１の前上部に結合させる上側前部結合部材１９２
と、各メインリールブラケット１３１の後部を後ケース部１４２の後部内側に結合させる
後部結合部材１９１とを介して、前ケース部１５２（上部）が後ケース部１４２の前部に
取り付けられるようになっている。これにより、メインリールケース１４１の前部上側に
フランジ部を設ける必要がないため、メインリールユニット１００が基体部１０の内部上
側に収容された状態で、基体部１０の天井部とメインリールユニット１００との間に生じ
るデッドスペースを少なくすることができる。そのため、メインリールユニット１００を
基体部１０の内部においてできる限り上側に収容することが可能になり、メインリールユ
ニット１００の配置の自由度を向上させることができる。また、前ケース部１５２の形状
を変更するだけで、リール開口部１５２ａの形状を容易に変更することができるため、リ
ール表示窓６３１の形状変更等に容易に対応することができる。
【０１７７】
　また、メインリール中継基板１８１が収容される基板収容部１６１は、メインリールケ
ース１４１の下側周縁部に形成されてメインリール中継基板１８１の周囲を囲む支持リブ
１６２を有し、当該支持リブ１６２は、メインリール中継基板１８１が基板収容部１６１
に収容された状態で、リール開口部１５２ａが略水平方向を向くようにメインリールケー
ス１４１を支持して載置可能に構成されている。これにより、リール開口部１５２ａが略
水平方向を向くようにメインリールケース１４１を載置しても、メインリール中継基板１
８１が基板収容部１６１に収容された状態で、支持リブ１６２によってメインリールケー
ス１４１が安定して支持される。そのため、メインリールユニット１００の組み立て作業
を行う際、メインリールケース１４１を載置する向きを容易に変えることが可能になり、
メインリールユニット１００を容易に組み立てることができる。
【０１７８】
　また、支持リブ１６２の前部に、各メインリールモータ１１１とメインリール中継基板
１８１とに電気的に接続されたワイヤーハーネスが挿通される前方切欠き部１６３が形成
されている。これにより、リール開口部１５２ａが略水平方向を向くようにメインリール
ケース１４１を載置しても、メインリールケース１４１の載置面と支持リブ１６２との間
にワイヤーハーネスが挟まれるのを防止することができる。
【０１７９】
　また、基板収容部１６１は、メインリール中継基板１８１を覆う第１カバー部材１７１
と、第１カバー部材１７１の下側に重ねて取り付けられてワイヤーハーネスを覆う第２カ
バー部材１７６とを有している。これにより、リール開口部１５２ａが略水平方向を向く
ようにメインリールケース１４１を載置しても、メインリールケース１４１の載置面と支
持リブ１６２との間にワイヤーハーネスが挟まれるのをより確実に防止することができる
。また、第２カバー部材１７６がワイヤーハーネスを覆うため、前面扉２０を開閉する際
、基体部１０の内部の部品にワイヤーハーネスが引っ掛かって抜けてしまうのを防止する



(40) JP 6295789 B2 2018.3.20

10

20

30

40

50

ことができる。
【０１８０】
　［メインリールユニットの第２の特徴構成］
　本実施形態において、前面扉２０の後面側が下後方を向くように傾斜して基体部１０の
開口部１０ａと整合するように形成されており、メインリールユニット１００を前面扉２
０の後面側において略水平に支持する支持部１４４が設けられている。これにより、前面
扉２０の後面側が下後方を向くように傾斜しても、支持部１４４によってメインリールユ
ニット１００が前面扉２０の後面側において略水平に支持される。そのため、リール開口
部１５２ａが略水平方向に前方を向いて、第１～第３メインリール１０２ａ～１０２ｃに
描かれた図柄を適切に視認することが可能になり、遊技者に対する図柄の表示を適切に行
うことができる。また、支持部１４４によってメインリールユニット１００が前面扉２０
の後面側において略水平に支持されるため、メインリールユニット１００が基体部１０の
内部上側に収容された状態で、基体部１０の天井部とメインリールユニット１００との間
に生じるデッドスペースを少なくすることができる。
【０１８１】
　また、支持部１４４は、メインリールケース１４１の前部に設けられ、傾斜面部１４５
が前面扉２０（支持枠部材６４０）の後面側に当接した状態でメインリールユニット１０
０を略水平に支持するように構成されている。これにより、簡便な構成で、メインリール
ユニット１００を略水平に支持することが可能になり、遊技者に対する図柄の表示を適切
に行うことができる。
【０１８２】
　また、メインリールケース１４１は、メインリールユニット１００を前面扉２０の後面
側に引っ掛けて固定するための爪部１４６と、爪部１４６の下方に形成された突起部１４
７とを有し、前面扉２０（支持枠部材６４０）の後面側に、爪部１４６が係止可能な爪係
止部６４１と、爪部１４６が爪係止部６４１に係止して傾斜面部１４５が傾斜面当接部６
４２に当接した状態で、突起部１４７が係合可能な突起係合部６４３とが設けられている
。これにより、メインリールユニット１００を前面扉２０の後面側に取り付ける際、メイ
ンリールユニット１００を前面扉２０の後面側に引っ掛けて仮固定することができるため
、メインリールユニット１００を前面扉２０の後面側に容易に取り付けることができる。
【０１８３】
　［演出制御ユニットの特徴構成］
　本実施形態において、演出基板ケース３７０は、演出基板ケース３７０を基体部１０の
側部内面に仮固定するためのケース側係合部３８５，３８６を上下に有し、ホッパー用ワ
イヤーハーネス９５０等を基体部１０の内面側に固定する上下の固定部材９６０，９６５
は、ケース側係合部３８５，３８６が係合可能な固定側係合部９６１，９６６を有し、上
下のケース側係合部３８５，３８６が上下の固定側係合部９６１，９６６に係合した状態
で、演出基板ケース３７０が基体部１０の側部内面に仮固定されるように構成されている
。これにより、上下の固定部材９６０，９６５を介して、演出基板ケース３７０が基体部
１０の側部内面に仮固定されるため、この状態で、演出制御ユニット３５０（演出基板ケ
ース３７０）を基体部１０の側部内面に容易に取り付けることができる。そのため、スロ
ットマシンＳＭの組み立て作業時における作業性を向上させることができる。
【０１８４】
　また、上下のケース側係合部３８５，３８６は、演出基板ケース３７０の側方に突出す
る爪状に形成され、上下の固定側係合部９６１，９６６は、爪状の上下のケース側係合部
３８５，３８６が上方から係合可能な穴状に形成されている。これにより、簡便な構成で
、演出基板ケース３７０を基体部１０の側部内面に仮固定することができる。そのため、
簡便な構成で、スロットマシンＳＭの組み立て作業時における作業性を向上させることが
できる。
【０１８５】
　また、上下の固定部材９６０，９６５は、主制御基板２５１から延びるホッパー用ワイ
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ヤーハーネス９５０等を基体部１０の内面側における隅部近傍に固定するようになってい
る。これにより、上下の固定側係合部９６１，９６６を、基体部１０の奥側に設けること
ができるため、演出基板ケース３７０の上下のケース側係合部３８５，３８６への不正な
アクセスを防止して、演出基板ケース３７０が不正に取り外されるのを防止することがで
きる。
【０１８６】
　［画像表示装置の特徴構成］
　本実施形態において、液晶シャッター部４２０は、３つの液晶シャッター窓４１４ａ～
４１４ｃにおいて視認可能な３つのサブリール２０２ａ～２０２ｃにおける９つの図柄の
区画領域（すなわち、９つの区画部４２１ａ～４２３ａ，４２１ｂ～４２３ｂ，４２１ｃ
～４２３ｃ）ごとに、透過状態と遮蔽状態とに切り替え可能に構成されている。これによ
り、液晶シャッター部４２０を用いて、液晶パネル４１１、導光板４１２、および３つの
液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃを通じて３つのサブリール２０２ａ～２０２ｃの図
柄を視認させたり、３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃを遮って液晶パネル４１
１に画像表示を行わせたりすることができる。そのため、より多彩な演出を行うことが可
能になる。
【０１８７】
　なお、シャッター照明部４３０は、画像表示部４１０の後面側における３つの液晶シャ
ッター窓４１４ａ～４１４ｃの上方に設けられた上側照明部４４０と、画像表示部４１０
の後面側における３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃの下方に設けられた下側照
明部４５０とを有している。これにより、液晶シャッター部４２０は、シャッター照明部
４３０の上側照明部４４０および下側照明部４５０によって後方から照明されるため、遮
蔽状態において、液晶パネル４１１における３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃ
と重なる部分で表示される画像を、液晶パネル４１１における他の部分で表示される画像
と同じ明るさで表示させることができる。そのため、液晶パネル４１１における３つの液
晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃと重なる部分と他の部分との境界で、画像の見え方に
ずれが生じるのを抑えることができる。また、液晶シャッター部４２０における９つの区
画部４２１ａ～４２３ａ，４２１ｂ～４２３ｂ，４２１ｃ～４２３ｃのうち、少なくとも
一つが透過状態のときには、上側照明部４４０および下側照明部４５０によって遮られる
ことなく、３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃのいずれかを通じて３つのサブリ
ール２０２ａ～２０２ｃの９つの図柄のうち少なくとも一つを視認することができる。
【０１８８】
　また、上側照明部４４０は、上側ＬＥＤランプ４４２で発光した光が上側拡散シート４
４５および上側ランプカバー４４７において拡散されるように構成されている。これによ
り、上側照明部４４０は、上側ランプカバー４４７から均一な光を射出させて、上側ＬＥ
Ｄランプ４４２が３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃやリールテープ等に点光源
として映り込むことなく、液晶シャッター部４２０を後上方から均一に照明することがで
きる。一方、下側照明部４５０は、下側ＬＥＤランプ４５２で発光した光が下側拡散シー
ト４５５および下側ランプカバー４５７において拡散されるように構成されている。これ
により、下側照明部４５０は、下側ランプカバー４５７から均一な光を射出させて、下側
ＬＥＤランプ４５２が３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃやリールテープ等に点
光源として映り込むことなく、液晶シャッター部４２０を後下方から均一に照明すること
ができる。
【０１８９】
　また、サブリールユニット２００の前面側は、液晶シャッター部４２０に向けて光を反
射させやすい白色を有している。これにより、シャッター照明部４３０からの光が液晶シ
ャッター部４２０により多く達するため、液晶シャッター部４２０が遮蔽状態のときに、
液晶パネル４１１における３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃと重なる部分で表
示される画像を、液晶パネル４１１における他の部分で表示される画像と同じ明るさで表
示させることができる。そのため、液晶パネル４１１における３つの液晶シャッター窓４
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１４ａ～４１４ｃと重なる部分と他の部分との境界で、画像の見え方にずれが生じるのを
抑えることができる。
【０１９０】
　また、３つのサブリール２０２ａ～２０２ｃにおける図柄以外の部分と、各サブリール
ブラケット２３１の前面側とが、液晶シャッター部４２０に向けて光を反射させやすい白
色を有している。このように、サブリールユニット２００の前面側に配置される各部品を
、同じ白色に統一することで、液晶シャッター部４２０が遮蔽状態のときに、液晶パネル
４１１における３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃと重なる部分で表示される画
像を、明暗のムラなく表示させることができる。
【０１９１】
　また、液晶シャッター部４２０は、３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃと重な
る反射シート４１３の後面側に取り付けられている。これにより、液晶シャッター部４２
０が破損等した場合に、容易に交換することができる。なお、液晶シャッター部４２０は
、導光板４１２の前面側に液晶パネル４１１と挟まれるように取り付けられてもよい。こ
の場合、反射シート４１３に形成された３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃの縁
部は、液晶シャッター部４２０よりも後方に配置されるため、液晶シャッター部４２０が
遮蔽状態のときに視認され難くなる。そのため、液晶シャッター部４２０が遮蔽状態のと
きに、液晶パネル４１１における３つの液晶シャッター窓４１４ａ～４１４ｃと重なる部
分と他の部分との境界で、画像の見え方にずれが生じるのを抑えることができる。
【０１９２】
　［サイドランプの特徴構成］
　本実施形態において、左右のサイドランプ５００，５５０は、第１～第５サイドＬＥＤ
ランプ５０２ａ～５０２ｅ、第６サイドＬＥＤランプ５０５ｇ、および第７～第９サイド
ＬＥＤランプ５０８ｇ～５０８ｉから発光した光が、第１～第１１サイド反射部材５２１
ａ～５２１ｋのうちいずれかの後側反射面と、第１～第１１サイド反射部材５２１ａ～５
２１ｋのうちいずれかの前側反射面とに反射して、下部ランプカバー５４１または上部ラ
ンプカバー５４７を透過するように構成されている。これにより、左右のサイドランプ５
００，５５０は、下部ランプカバー５４１または上部ランプカバー５４７を通して、第１
～第１１サイド反射部材５２１ａ～５２１ｋにおける複数の間隙部から、第１～第１１サ
イド反射部材５２１ａ～５２１ｋの輪郭形状に沿って明暗がぼやけて現れる柔らかい印象
を与える光を発光することができる。そのため、間接照明のように明部と暗部の境界がぼ
やける装飾性の高い光演出を行うことができ、スロットマシンＳＭの装飾性を高めること
が可能になる。
【０１９３】
　また、第１～第１１サイド反射部材５２１ａ～５２１ｋのうち、第８サイド反射部材５
２１ｈが透光性を有する材料を用いて形成されている。これにより、第７サイドＬＥＤラ
ンプ５０８ｇから発光した他の光は、第８サイド反射部材５２１ｈを透過して、第８サイ
ド反射部材５２１ｈの側部が上部ランプカバー５４７を通して発光する。このようにして
、左右のサイドランプ５００，５５０の一部において直接的な照明を行うことで、光の変
化に富んだ装飾性の高い光演出を行うことができ、スロットマシンＳＭの装飾性を高める
ことが可能になる。
【０１９４】
　また、下部ランプカバー５４１および上部ランプカバー５４７が、スモーク状の半透明
の材料を用いて形成されている。これにより、第１～第１１サイド反射部材５２１ａ～５
２１ｋにおける複数の間隙部から発光する光が、下部ランプカバー５４１または上部ラン
プカバー５４７を１００％透過しないため、全体的に落ち着いた印象の光演出を行うこと
ができる。そのため、間接照明により近い装飾性の高い光演出を行うことができ、スロッ
トマシンＳＭの装飾性を高めることが可能になる。
【０１９５】
　また、第６サイド反射部材５２１ｆに、第５サイド反射部材５２１ｅと第６サイド反射
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部材５２１ｆとの間隙を通じて第５サイドＬＥＤランプ５０２ｅが視認されるのを防ぐラ
ンプ隠し部５２７ｆが形成されている。これにより、第５サイドＬＥＤランプ５０２ｅか
ら発光した光が直接視認されるのを防ぐことができる。そのため、間接照明により近い装
飾性の高い光演出を行うことができ、スロットマシンＳＭの装飾性を高めることが可能に
なる。
【０１９６】
　また、ランプ隠し部５２７ｆは、左右のサイドランプ５００，５５０の前方から第５サ
イド反射部材５２１ｅと第６サイド反射部材５２１ｆとの間隙を通じて第５サイドＬＥＤ
ランプ５０２ｅが視認されるのを防ぐように形成されている。これにより、遊技者の視点
で、第５サイドＬＥＤランプ５０２ｅから発光した光が直接視認されるのを防ぐことがで
きる。
【０１９７】
　［アップサイドランプの特徴構成］
　本実施形態において、左アップサイドランプ７００（右アップサイドランプ７５０）は
、第１～第３アップサイドＬＥＤランプ７０２ａ～７０２ｃから発光した光が、第２～第
５左アップサイド反射部材７２１ｂ～７２１ｅ（第２～第５右アップサイド反射部材７７
１ｂ～７７１ｅ）のうちいずれかの後側反射面と、第２～第５左アップサイド反射部材７
２１ｂ～７２１ｅのうちいずれかの前側反射面とに反射して、左ランプカバー７４１（右
ランプカバー７９１）を透過するように構成されている。これにより、左アップサイドラ
ンプ７００（右アップサイドランプ７５０）は、第２～第５左アップサイド反射部材７２
１ｂ～７２１ｅ（第２～第５右アップサイド反射部材７７１ｂ～７７１ｅ）における複数
の間隙部から、左ランプカバー７４１を通して、第２左アップサイド反射部材７２１ｂお
よび第４左アップサイド反射部材７２１ｄの輪郭形状に沿って明暗がぼやけて現れる柔ら
かい印象を与える光を発光することができる。そのため、間接照明のように明部と暗部の
境界がぼやける装飾性の高い光演出を行うことができ、スロットマシンＳＭの装飾性を高
めることが可能になる。
【０１９８】
　また、第１～第５左アップサイド反射部材７２１ａ～７２１ｅ（第１～第５右アップサ
イド反射部材７７１ａ～７７１ｅ）のうち、第３左アップサイド反射部材７２１ｃおよび
第５左アップサイド反射部材７２１ｅ（第３右アップサイド反射部材７７１ｃおよび第５
右アップサイド反射部材７７１ｅ）が、透光性を有する材料を用いて形成されている。こ
れにより、左アップサイドランプ７００（右アップサイドランプ７５０）の一部において
直接的な照明を行うことで、光の変化に富んだ装飾性の高い光演出を行うことができ、ス
ロットマシンＳＭの装飾性を高めることが可能になる。
【０１９９】
　また、左ランプカバー７４１（右ランプカバー７９１）が、スモーク状の半透明の材料
を用いて形成されている。これにより、第２～第５左アップサイド反射部材７２１ｂ～７
２１ｅにおける複数の間隙部から発光する光が、左ランプカバー７４１を１００％透過し
ないため、全体的に落ち着いた印象の光演出を行うことができる。そのため、間接照明に
より近い装飾性の高い光演出を行うことができ、スロットマシンＳＭの装飾性を高めるこ
とが可能になる。
【０２００】
　［センターランプ部の特徴構成］
　本実施形態において、センターランプ部８１０は、第１～第３センターＬＥＤランプ８
０２ａ～８０２ｃから発光した光が、第１～第４センター反射部材８２１ａ～８２１ｄの
うちいずれかの後側反射面と、第１～第４センター反射部材８２１ａ～８２１ｄのうちい
ずれかの前側反射面とに反射して、センターランプカバー８４１を透過するように構成さ
れている。これにより、センターランプ部８１０は、第１～第４センター反射部材８２１
ａ～８２１ｄにおける複数の間隙部から、センターランプカバー８４１を通して、第１～
第４センター反射部材８２１ａ～８２１ｄの輪郭形状に沿って明暗がぼやけて現れる柔ら
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かい印象を与える光を発光することができる。そのため、間接照明のように明部と暗部の
境界がぼやける装飾性の高い光演出を行うことができ、スロットマシンＳＭの装飾性を高
めることが可能になる。
【０２０１】
　また、センターランプカバー８４１が、スモーク状の半透明の材料を用いて形成されて
いる。これにより、第１～第４センター反射部材８２１ａ～８２１ｄにおける複数の間隙
部から発光する光が、センターランプカバー８４１を１００％透過しないため、全体的に
落ち着いた印象の光演出を行うことができる。そのため、間接照明により近い装飾性の高
い光演出を行うことができ、スロットマシンＳＭの装飾性を高めることが可能になる。
【０２０２】
　また、第３センター反射部材８２１ｃに、第２センター反射部材８２１ｂと第３センタ
ー反射部材８２１ｃとの間隙を通じて第２センターＬＥＤランプ８０２ｂが視認されるの
を防ぐランプ隠し部８２６ｃが形成されている。また、第４センター反射部材８２１ｄに
、第３センター反射部材８２１ｃと第４センター反射部材８２１ｄとの間隙を通じて第３
センターＬＥＤランプ８０２ｃが視認されるのを防ぐランプ隠し部８２６ｄが形成されて
いる。これにより、第２センターＬＥＤランプ８０２ｂおよび第３センターＬＥＤランプ
８０２ｃから発光した光が直接視認されるのを防ぐことができる。そのため、間接照明に
より近い装飾性の高い光演出を行うことができ、スロットマシンＳＭの装飾性を高めるこ
とが可能になる。
【０２０３】
　また、第３センター反射部材８２１ｃのランプ隠し部８２６ｃは、センターランプ部８
１０の前方から第２センター反射部材８２１ｂと第３センター反射部材８２１ｃとの間隙
を通じて第２センターＬＥＤランプ８０２ｂが視認されるのを防ぐように形成されている
。また、第４センター反射部材８２１ｄのランプ隠し部８２６ｄは、センターランプ部８
１０の前方から第３センター反射部材８２１ｃと第４センター反射部材８２１ｄとの間隙
を通じて第３センターＬＥＤランプ８０２ｃが視認されるのを防ぐように形成されている
。これにより、遊技者の視点で、第２センターＬＥＤランプ８０２ｂおよび第３センター
ＬＥＤランプ８０２ｃから発光した光が直接視認されるのを防ぐことができる。
【０２０４】
　［電飾部の特徴構成］
　本実施形態において、光沢面状に形成されたセンター装飾部材８７０の左凹部８７２の
表面の一部に、左センター電飾用ＬＥＤランプ８０３ａが発光すると左導光部材８６１の
左先端部８６３と同様に発光しているように視認される左側発光領域８７２ａが形成され
、光沢面状に形成されたセンター装飾部材８７０の右凹部８７７の表面の一部に、右セン
ター電飾用ＬＥＤランプ８０３ｂが発光すると右導光部材８６６の右先端部８６８と同様
に発光しているように視認される右側発光領域８７７ａが形成されている。これにより、
電飾部８６０は、左先端部８６３および右先端部８６８の発光時と、左先端部８６３およ
び右先端部８６８の非発光時において、センター装飾部材８７０における左凹部８７２お
よび右凹部８７７の見かけの形状を変化させることができる。そのため、電飾部８６０は
、簡便な構成で変化に富んだ光演出を行うことができ、スロットマシンＳＭの装飾性を高
めることが可能になる。
【０２０５】
　また、左凹部８７２の表面の一部に、左センター電飾用ＬＥＤランプ８０３ａが発光す
ると左導光部材８６１の左先端部８６３および左側発光領域８７２ａに囲まれて所定の外
周形状が視認される左側非発光領域８７２ｂが形成され、右凹部８７７の表面の一部に、
右センター電飾用ＬＥＤランプ８０３ｂが発光すると右導光部材８６６の右先端部８６８
および右側発光領域８７７ａに囲まれて所定の外周形状が視認される右側非発光領域８７
７ｂが形成されている。これにより、電飾部８６０は、左先端部８６３および右先端部８
６８の発光時と、左先端部８６３および右先端部８６８の非発光時において、センター装
飾部材８７０における左凹部８７２および右凹部８７７の見かけの形状をより明確に変化
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させることができる。そのため、電飾部８６０は、簡便な構成で変化に富んだ光演出を行
うことができ、スロットマシンＳＭの装飾性を高めることが可能になる。
【０２０６】
　上述の実施形態において、３つのサブリール２０２ａ～２０２ｃにおけるリールテープ
の図柄以外の部分およびホイール部材と、サブリールブラケット２３１と、リールモジュ
ール収容部２４１とに、白色が着色されているが、これに限られるものではなく、例えば
、薄い銀色が着色されてもよく、シャッター照明部４３０からの光を液晶シャッター部４
２０に向けて反射させやすい色が着色されていればよい。
【０２０７】
　上述の実施形態において、上下の固定部材９６０，９６５を介して、演出基板ケース３
７０が基体部１０の側部内面に仮固定されるように構成されているが、これに限られるも
のではなく、サブメイン基板３０１が収容された副基板ケース３１０が、ワイヤーハーネ
スを基体部１０の内面側に固定する固定部材（図示せず）を介して、基体部１０の側部内
面に仮固定されるように構成されてもよい。
【０２０８】
　上述の実施形態において、左側非発光領域８７２ｂおよび右側非発光領域８７７ｂが、
所定の外周形状（例えば、動物の目を模した形状）を有して視認されるように形成されて
いるが、この外周形状は、例示した動物の目を模した形状に限られるものではなく、図形
の形状や、文字形状であってもよい。
【０２０９】
　上述の実施形態において、センター装飾部材８７０における左凹部８７２および右凹部
８７７の表面が、銀色メッキ処理により鏡面状に形成されているが、これに限られるもの
ではなく、例えば、金色メッキ処理等により金属表面状に形成されてもよく、光沢面状に
形成されていればよい。
【０２１０】
　上述の実施形態において、前面扉２０の上部後面側に、メインリールユニット１００が
取り付けられているが、これに限られるものではなく、例えば、演出用のリールユニット
や、可動式の装飾部材を備えた演出装置が取り付けられるようにしてもよく、前面扉２０
に設けられた表示窓を介して遊技者に所定の表示が可能な表示装置を取り付けることが可
能である。
【０２１１】
　上述の実施形態において、本発明が適用される遊技機の一例として、遊技メダルを使用
するスロットマシン（回胴式遊技機）ＳＭを例示して説明したが、これに限定されるもの
ではなく、例えば、遊技球を使用する回胴式遊技機や、雀球遊技機、アレンジボール機、
パチンコ機などについても同様に適用し、同様の効果を得ることができる。
【符号の説明】
【０２１２】
　ＳＭ　スロットマシン（遊技機）
　１０　基体部（本体部材）
　２０　前面扉（開閉部材）
１００　メインリールユニット
１０１ａ　第１メインリールモジュール
１０１ｂ　第２メインリールモジュール
１０１ｃ　第３メインリールモジュール
１０２ａ　第１メインリール
１０２ｃ　第２メインリール
１０２ｄ　第３メインリール
１１１　メインリールモータ
１３１　メインリールブラケット
１４１　メインリールケース
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１４２　後ケース部（１４２ａ　収容開口部）
１４４　支持部
１４５　傾斜面部
１４６　爪部
１４７　突起部
１４９　後側リール収容部（１４９ａ　後方窓部）
１５０　仮支持部
１５２　前ケース部（１５２ａ　リール開口部）
１６１　基板収容部
１６２　支持リブ（１６２ａ　後方窓部）
１６３　前方切欠き部
１７１　第１カバー部材
１７６　第２カバー部材
１８１　メインリール中継基板
１９１　後部結合部材
１９２　上側前部結合部材
１９３　下側前部結合部材
２００　サブリールユニット
２０１ａ　第１サブリールモジュール
２０１ｂ　第２サブリールモジュール
２０１ｃ　第３サブリールモジュール
２０２ａ　第１サブリール
２０２ｂ　第２サブリール
２０２ｃ　第３サブリール
２１１　サブリールモータ
２３１　サブリールブラケット
２４１　リールモジュール収容部
２５０　主制御装置
２５１　主制御基板
２６０　主基板ケース
３００　副制御装置
３０１　サブメイン基板
３１０　副基板ケース
３５０　演出制御ユニット
３５１　サブサブ基板
３６１　画像制御基板
３７０　演出基板ケース
３７１　演出基板ケース本体
３８１　演出基板ケース蓋
３８５　上部ケース側係合部
３８６　下部ケース側係合部
４００　画像表示装置
４１０　画像表示部
４１１　液晶パネル
４１２　導光板
４１３　反射シート
４１４ａ　第１液晶シャッター窓
４１４ｂ　第２液晶シャッター窓
４１４ｃ　第３液晶シャッター窓
４１５　液晶ケース
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４２０　液晶シャッター部
４２１ａ　第１上区画部
４２２ａ　第１中区画部
４２３ａ　第１下区画部
４２１ｂ　第２上区画部
４２２ｂ　第２中区画部
４２３ｂ　第２下区画部
４２１ｃ　第３上区画部
４２２ｃ　第３中区画部
４２３ｃ　第３下区画部
４３０　シャッター照明部
４４０　上側照明部
４４１　上側ランプ基板
４４２　上側ＬＥＤランプ
４４３　上側ランプ保持部
４４５　上側拡散シート
４４７　上側ランプカバー
４５０　下側照明部
４５１　下側ランプ基板
４５２　下側ＬＥＤランプ
４５３　下側ランプ保持部
４５５　下側拡散シート
４５７　下側ランプカバー
５００　左サイドランプ
５０１　下部サイドランプ基板
５０２ａ～５０２ｅ　第１～第５サイドＬＥＤランプ
５０４　中部サイドランプ基板
５０５ｆ　第６サイドＬＥＤランプ
５０７　上部サイドランプ基板
５０８ｇ～５０８ｉ　第７～第９サイドＬＥＤランプ
５２１ａ～５２１ｋ　第１～第１１サイド反射部材
５２７ｆ　ランプ隠し部
５３１　サイドランプハウス
５４１　下部ランプカバー
５４７　上部ランプカバー
５５０　右サイドランプ
６００　メインリール表示ユニット
６１０　上部マスク部材
６１３　左ランプハウス部
６１５　右ランプハウス部
６１７　中央ランプハウス部
６３０　窓枠部材
６３１　リール表示窓
６４０　上部エスカッション
６４１　爪係止部
６４２　傾斜面当接部
６４３　突起係合部
７００　左アップサイドランプ
７０１　左アップサイドランプ基板
７０２ａ～７０２ｄ　第１～第４アップサイドＬＥＤランプ
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７２１ａ～７２１ｅ　第１～第５左アップサイド反射部材
７４１　左ランプカバー
７５０　右アップサイドランプ
７５１　右アップサイドランプ基板
７７１ａ～７７１ｅ　第１～第５右アップサイド反射部材
７９１　右ランプカバー
８００　センターランプユニット
８０１　センターランプ基板
８０２ａ～８０２ｃ　第１～第３センターＬＥＤランプ
８０３ａ　左センター電飾用ＬＥＤランプ
８０３ｂ　右センター電飾用ＬＥＤランプ
８１０　センターランプ部
８２１ａ～８２１ｄ　第１～第４センター反射部材
８２６ｃ～８２６ｄ　ランプ隠し部
８４１　センターランプカバー
８６０　電飾部
８６１　左導光部材
８６６　右導光部材
８７０　センター装飾部材
８７２　左凹部（８７２ａ　左側発光領域、８７２ｂ　左側非発光領域）
８７７　右凹部（８７７ａ　右側発光領域、８７７ｂ　右側非発光領域）
９５０　ホッパー用ワイヤーハーネス
９５１　電力供給用ワイヤーハーネス
９６０　上側固定部材
９６１　上部固定側係合部
９６５　下側固定部材
９６６　下部固定側係合部



(49) JP 6295789 B2 2018.3.20

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(50) JP 6295789 B2 2018.3.20

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(51) JP 6295789 B2 2018.3.20

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(52) JP 6295789 B2 2018.3.20

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(53) JP 6295789 B2 2018.3.20

【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】



(54) JP 6295789 B2 2018.3.20

【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】



(55) JP 6295789 B2 2018.3.20

【図２５】 【図２６】

【図２７】 【図２８】



(56) JP 6295789 B2 2018.3.20

【図２９】 【図３０】

【図３１】 【図３２】



(57) JP 6295789 B2 2018.3.20

【図３３】 【図３４】

【図３５】 【図３６】



(58) JP 6295789 B2 2018.3.20

【図３７】 【図３８】

【図３９】 【図４０】



(59) JP 6295789 B2 2018.3.20

【図４１】 【図４２】

【図４３】 【図４４】



(60) JP 6295789 B2 2018.3.20

【図４５】 【図４６】

【図４７】



(61) JP 6295789 B2 2018.3.20

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０１３－０２２１４０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１５－１９６０６６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１５－１９６０６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特許第５９０４６７８（ＪＰ，Ｂ２）　　
              特許第６１１２６６８（ＪＰ，Ｂ２）　　
              特開２００５－０８７３８６（ＪＰ，Ａ）　　　
              登録実用新案第３１０１８２２（ＪＰ，Ｕ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６３Ｆ　　　５／０４　　　　
              Ａ６３Ｆ　　　７／０２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

